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序

国分寺市内の縄文時代遺跡は、野川流域に沿った通称「ハケ」と呼ばれる崖線上の武蔵野台

地に集中しています。武蔵野台地は、「恋ケ窪谷」「さんや谷」「殿ケ谷戸谷」「本多谷」などの

「谷戸」により分割されており、遺跡はこうした谷に面した台地の縁辺部に発見され、崖線下

には多くの湧水があります。

これら遺跡群の発見は古く、中でも本町遺跡は、明治26年、井上喜久次・鳥居龍蔵によって

発見され、井上による『東京人類学会雑誌』への紹介に続き、大野延太郎と鳥居の「武蔵国北

多摩郡国分寺村石器時代追跡」と題した報告が、同27午から28年にわたって同誌に掲載されて

います。大野・鳥居らはこの報文で、石器時代の遺物が後世の攪乱のないままに包含されてい

る地層を「遺物包含層」、開墾や耕作などで遺物が地表に表れている場所を「遺物散列地」と名

づけましたが、「遺物包含層」という用語は今日でも用いられています。

このたび実施した市公共下水道工事に伴う調査は、古くより発見されている市内の遺跡内に

下水管を埋設するために壊される遺構や、遺物包含層より出土する土器等を記録・収集するこ

とを目的とした緊急調査です。

本調査報告にまとめておりますように、恋ケ窪遺跡においては遺跡内の西側と北側の調査を

行い、もっとも北側に位置する住居跡を把握するなど、縄文時代中期の集落跡の分布範囲が明

らかになりました。また、歴史時代の遺構として、旧国鉄中央学園跡地で検出され、保存整備

されることとなった「東山道武蔵路」とみられる道路状遺構の延長が本遺跡の西側を通過して

おり、その状況は学会からも注目されるものと思います。

恋ケ窪東遺跡・花沢西遺跡・本町遺跡では、発見された遺構は少ないものの、縄文時代中期

集落跡についての分布状況をつかむ手掛かりとなる資料が蓄積されたものと考えられます。

ここに調査成果を報告書として公にする運びとなりましたことは、ひとえに調査団長はじめ

調査にかかわられた各位のご尽力のたまもので、心から御礼申し上げます。ご尽力の果実であ

る本報告書が広く埋蔵文化財の保護普及に役立つとともに、調査により得られた多くの資料が

国分寺市の古代文化や歴史の解明にさらなる知見を供することができれば幸いです。

末尾ではありますが、調査の趣旨を理解され多大なご協力とご援助をいただいた国分寺市都

市整備部下水道課の方々に厚く謝意を表します。

平成9年3月25日

調査会長 藤 間 恭 助
\?



 



例 一

目

1.本書は、東京都国分寺市西恋ケ窪1丁目、束恋ケ窪1丁目、南町3丁目、本町2・4丁目

に所在する恋ケ窪遺跡、花沢西遺跡、本町遺跡、恋ケ窪東遺跡において昭和52午以来実施さ

れている調査のうち、国分寺市公共下水道面整備工事に伴う調査の成果をまとめたものであ

る。調査にかかわる費用は、国分寺市都市整備部下水道課が負担した。

2.調査は、昭和58年11月29日から平成5年9月27日まで行い、整理および報告書作成は平成

9年3月25日まで国分寺市遺跡調査会恋ケ窪事務所および西国分寺事務所で行った。

3.発掘調査は、広瀬昭弘と上村昌男が専従した。

4.本書の執筆・編集は、吉田 格・永峯光一・大川 清・坂詰秀一の監修のもとに上村昌男
が担当した。

5.発掘調査から報告書の作成に至る過程で、次の方々から御教示、御協力をいただいた。
(敬称略、順不同)

早川 泉、河内公夫、新井健次、塚原二郎、中山真治、秋山道生、山崎和巳、砂田佳弘

6.発掘および整理参加者(敬称略、五十音順)

発掘作業

秋池勝利、新井哲人、市薗勝志、大沼典剛、塩田光司、品田圭二、

進藤岳史、関 英男、竹内正則、那知上清、畑山 豊

整理作業

石田美恵子、井村みゆき、内田勝己、遠藤 佐、木村初江、小林たづ子、

志摩明子、助川剛栄、塚田典枝、内藤靖子、中村宜弘、楢岡ゆう子、

原 俊二、広瀬みち子、深瀬恵津子、藤崎 努、皆川洋一、翠川泰弘、

村井ユキ子、村山資子



凡 例

本文

1.国分寺市内の武蔵国分寺跡を除いた遺跡は、頭に「K」を冠し次に遺跡の番号と調査次数

を記入する。本文中に於いて用いられた遺跡番号は次の通りである。

K2 恋ケ窪遺跡 K8 花沢西遺跡 K28 本町遺跡

K57 恋ケ窪東遺跡

また、「K2?36」は恋ケ窪遺跡の36次調査を、「K28?3」は本町遺跡の3次調査を意味する。

2.遺構は、各遺跡の各遺構毎にほぼ発見順に連続番号を付し、下記の遺構記号を冠して表示

する。本文中においては、「SI99J住居跡」・「SK145J土坑」の様に記入する。その番号は各遺

跡全体における登録番号であり、本調査地区のみで完結しない。また、遺構表示の中の「J」

は縄文時代の遺構であることを意味する。

SI 竪穴住居跡 SU 屋外埋妻 SS 集石

SK 土坑 SD 溝跡

3.遺物の記述は全て一覧表によった。表記方法は下記の通りである。

① 出土遺物の番号は図面番号を用いた。例えば115?1」とあれば「図面15?1」を指す。

② 出土位置の内、「SI104JJは104号住居跡、「SK155Jjは155号土坑、「包含層」は遺物包含

層を示す。

③ 計測値の内、記号なしは完形数値、( 》は復原数値、( )は残存数値、一は計測不可

を表す。

図面・図版

1.遺構

① 遺構配置図表示の数字は、下記の設定基準に基づく。

a.国分寺市の基準点に基づく国家座表第9糸による。←30,000, -30,000を原点とする。)

b.南北軸は2m毎にアルファベット3文字の組合せで表示する。 イダ卜33,300は「DGAJ

第1列は1000m毎にA・B・C・D・E・Fとする。

第2列は 50m毎にA・B・C・・・・・・・・・S・Tとする。

第3列は 2m毎にA・B・C・・・・・・・・・X・Yとする。

c.東西軸は2m毎1冫30,000をOとして数字で表示する。例-32,500は11250J

d.区画(グリッド)の呼称は2mX2mの最小区画のみに与える。

その呼称は当該グリッドの北側東西ラインと東側南北ラインの表示を組み合わせたも

のによる。 例「DGA,1250」

e.区画をまたがる範囲は次のように呼称する。



例「DGA・DGB,1250」、「DHQ～DHS,1242～1244」

f.K8・28・57遺跡については、調査実施時に発掘の基準線が確立されていなかったた

め方位のみを示すこととする。

② 断面図表示の数字は水糸レベルで、海抜高を示す。

③ スクリーントーンの指示は次の通りである。

「一一一-1ⅡIb層 1J,1?J??II
11」I11八゛S??I1??Ii?.′゛1
?゛I?.?゛?1?.I

J?.?I?,1?!゛
??I?.II?11?

置丁叢蒙寵謁ローム層

「了耳ゴ71炭化物

④ 縮尺は次の通り統一した。

調査地全体図 1/1500 調査地点全体図 1/200

住居跡 1/60 炉 1/60 屋外埋妻 1/30 集石 1/60

土坑 1/60 溝跡 1/60

2.遺物

① スクリーントーンの指示は次の通りである。

[ⅠT▽園]赤色附着部 「=▽▽-」磨面 町飄園囲閾閲石理面

② 写真図版の内、出土遺物の番号は図面番号と対照にした。例えば「20?1」とあれば「図

面20」」のことを示す。

③ 縮尺は次の通り統一した。

図面 土器1/3・1/6 土製品1/2・1/3・1/6 石器2/3・1/3

図版 土器1/3・1/6・1/8 土製品 1/1・2/3・1/3

石器1/1・1/3・1/4
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図面21 K2?36 SI108・109・111J住居跡出土土器

図面22K2?36 SI112J住居跡出土土器

図面23K2?36 SI113J住居跡出土土器

図面24K2?36 SI113J住居跡出土土器

図面25K2?36 SI113・114J住居跡出土土器

図面26 K2-36 Sffl4・115・117・118J住居跡出土土

器

図面27 K2-36 SI118・119J住居跡出土土器

図面28K2?36 SI119～122J住居跡出土土器

図面29K2?36 SI123J住居跡出土土器

図面30K2?36 SI123・124J住居跡出土土器

図面31 K2?36 SI124J住居跡出土土器

図面32K2?36 SI124J住居跡出土土器

図面33K2?36 SI124・125J住居跡出土土器

図面34K2?36 SI125・128・129J住居跡出土土器

図面35K2?36 SI130・131J住居跡出土土器
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図面37K2?36 SK145・155J土坑出土土器

K2?40 SI139・141～143J住居跡出土土器

図面38K2?36・40 SK145J土坑出土土器、土製品

図面39K2?36 土製品、土製円板

図面1 K2?36・40 調査地全体図

図面2 K2?36 調査地点全体図(1)

図面3 K2?36 調査地点全体図(2)

図面4 K2-36 調査地点全体図(3)

図面5 K2?40 調査地点全体図(4)

図面6 K2?36 SI52・97・104～108J住居跡

図面7 K2?36 SI99・100・109・111J住居跡

図面8 K2?36 SI112～116J住居跡
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図面13K2?36 SS22集石、SK145・154・155J土坑

K2?40 SI137・139・142・143J住居跡、SK156

土坑

図面14K2?36・40 SD2・5溝跡

図面15K8?4・6 調査地点全体図

SU4屋外埋東、SS2～4集石

K57?2・3 調査地点全体図

SI2J住居跡、SK2J土坑

図面16 K28-3 調査地点全体図

SI13J住居跡、SU1～4屋外埋喪

図面17K2?36 SI52・99J住居跡出土土器

図面18K2?36 SI99J住居跡出土土器



図面40K8?4・6 SU4屋外埋秦、SS3集石出土土器

K57?2 SI2J住居跡出土土器

図面41 K28?3 SI13J住居跡、SUI～4屋外埋寮出土

石器

図面42 K2?36 SI52・99・108J住居跡出土石器

図面43 K2?36 SⅠ100・103・112J住居跡出土石器

図面44 K2?36 SI113・114・116J住居跡出土石器
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図面50K2?36 SI131・135J住居跡、SK145・154J土

坑、遺構外出土石器

SI137J住居跡出土石器

SK156J土坑出土石器

SI2J住居跡出土石器

K2?40

図面51 K2?40

K57?2

図版目次

図版1 K2・8遺跡

1.K2遺跡遠景(南から)

2.K8遺跡遠景(西から)

図版2 K28遺跡、K2-36

1.K28遺跡遠景(南から)

2.発掘作業風景 測量

3.発掘作業風景 遺物取上げ

4.発掘作業風景 遺構掘削

5.発掘作業風景 実測

図版3 K2-36

1.SI52J住居跡全景(東から)

2.SI52J住居跡土層断面(南から)

3.SI99J住居跡全景(北から)

4.SI99J住居跡土層断面(北西から)

5.SI99J住居跡埋復(南から)

6.SI99J住居跡炉跡(西から)

7.SI100J住居跡全景(北から)

8.S1100J住居跡上層断面(北西から)

図版4 K2-36

1.SI104J住居跡全景(東から)

2.SI104J住居跡土層断面(東から)

3.SI105J住居跡全景(北から)

4.SI105J住居跡土層断面(東から)

5.SI106J住居跡全景(南から)

6.SI106J住居跡土層断面(東から)
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2.SI113J住居跡炉跡(北から)
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7.SI115J住居跡土層断面(東から)
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1.SI116J住居跡全景(東から)

2.SI116J住居跡土層断面(東から)

3.SI117a・bJ住居跡全景(東から)

4.SJll7bJ住居跡上層断面(北から)

5.SI118J住居跡全景(西から)
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7.SI120J住居跡全景(東から)

8.SI120J住居跡炉跡(北から)
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1.SI119J住居跡全景(西から)

2.SI119J住居跡炉跡(北から)

3.SI119J住居跡炉跡完掘(北から)

4.SI121J住居跡全景(西から)
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2.SⅠ123a・b・cJ住居跡土層断面(東南か

ら)



3.SI124J住居跡全景(東から)

4.SI124J住居跡炉跡(南から)

5.SI124J住居跡埋実出土状態(北から)

6.SI125J住居跡全景(南から)

7.SI126J住居跡全景(北から)

8.SI126J住居跡土層断面(西から)

図版10 K2-36

1.SI127J住居跡全景(東から)

2.SI127J住居跡土層断面(南から)

3.SI128J住居跡埋表出土状態(北から)

4.SI128J住居跡埋復(北から)

5.SI128J住居跡全景(東から)

6.SI128J住居跡土層断面(南から)

7.SI129J住居跡全景(東から)

8.SI129J住居跡土層断面(南から)

図版11 K2-36・40

1.SI130・131J住居跡全景(東から)

2.SI131J住居跡全景(西から)

3.SI130J住居跡土層断面(北から)

4.SI130J住居跡土層断面(南から)

5.SI131J住居跡土層断面(北から)

6.SI131J住居跡土層断面(南から)

7.SI132J住居跡全景(北から)

8.SI132J住居跡土層断面(東から)

図版12 K2-36・40

1.SI135J住居跡全景(西から)

2.SI135J住居跡全景(東から)

3.SI135J住居跡土層断面(南から)

4.SI135J住居跡土層断面(南から)

5.SI137J住居跡全景(東から)

6.SI139J住居跡全景(南から)

7.SI139J住居跡土層断面(西から)

8.SI139J住居跡上層断面(西から)

図版13 K2-36・40

1.SI141J住居跡全景(北から)

2.SI141J住居跡炉跡(南から)

3.SI141J住居跡炉跡土層断面(東から)

4.SI142J住居跡全景(南から)

5.SI143J住居跡全景(東から)

6.SI143J住居跡土層断面(南西から)

7.SS22集石全景(西から)

8.SS22集石土層断面(西から)

図版14 K2-36

1.SK145J土坑全景(西から)

2.SK145J土坑土層断面(北から)

3.SI135J住居跡内SK153J土坑全景(南

から)

4.SI135J住居跡内SK153J土坑土層断面

(南から)

5.SK154J土坑全景(東から)

6.SK154J土坑土層断面(北から)

7.SK155J土坑全景(東から)

8.SK155J土坑土層断面(南から)

図版15 K2-36・40、K8-4

1.SD2溝跡全景(東から)

2.SD2溝跡土層断面(南から)

3.SD5溝跡全景(東から)

4.SD5溝跡土層断面(北から)

5.SK156土坑全景(東から)

6.SK156土坑土層断面(北から)

7.SU4屋外埋褒(東から)

8.SS2集石全景(東から)

図版16 K8-6、K28?3

1.SS3集石全景(東から)

2.SS4集石全景(東から)

3.SI13J住居跡全景(東から)

4.SI13J住居跡炉跡(北から)

5.SI14J住居跡全景(西から)

6.SU1屋外埋盗(東から)

7.SU2屋外埋復(束から)

図版17 K28-3、K57-2・3

1.SU3屋外埋復(東から)

2,SU4屋外埋復(北から)

3.SK2J土坑全景(南から)

4.SI2J住居跡全景(南西から)

5.SI2J住居跡遺物出上状態(南西から)

6.SI2J住居跡上層断面(東から)

7.SI2J住居跡炉跡(北から)

8.SI2J住居跡炉跡土層断面(北から)

図版18 K2-36

SI52・gg.i住居跡出土土器

図版19 K2-36

SI99J住居跡出土土器

図版20 K2-36

SI99・100・107・108J住居跡出土土器

図版21 K2-36

SI108・109・111・112J住居跡出土土器

図版22 K2-36

SI112・113J住居跡出土土器

図版23 K2?36



SI113・114J住居跡出土土器

図版24 K2-36

SⅠ114・115・117～119J住居跡出土土器

図版25 K2-36

Sm9～123J住居跡出土土器

図版26 K2-36

SI123・124J住居跡出土土器

図版27 K2-36

SI124J住居跡出土土器

図版28 K2-36

SI124・125J住居跡出土土器

図版29 K2-36

SI125・128～130J住居跡出土土器

図版30 K2-36・40

SI131・132・135・137J住居跡出土土器

図版31 K2-36

SK145・155J土坑出土土器、土製品

K2-40

SI139・141～143J住居跡出土上器

図版32 K2-36

土製品、土製円板

図版33 K28-3

SI13J住居跡、SU1～4屋外埋狭出土土器

図版34 K8-4・6

SU4屋外埋窪、SS3集石出土土器

K57-2

SI2J住居跡出土土器

図版35 K2-36

SI52・99・100・108・109・112・113J住居

跡出土石器

図版36 K2-36

SⅠ113・114・116～121J住居跡出土石器

図版37K2?36

SI121・123～125・127J住居跡出土石器

図版38 K2-36

SI125・126・128～131・135J住居跡、

SK145・154J土坑、遺構外出土石器

K2-40

SI137J住居跡出土石器

K57-2

SI2J住居跡出土石器



Ⅰ 調査に至る経過

武蔵国分寺跡周辺地域において、昭和49年度より公共下水道埋設工事に伴う発掘調査を実施

している。こうした道路下における工事に伴う発掘調査は多くの問題点があげられ、市都市整

備部下水道課と調査方法について再三にわたり協議を重ねてきた。

当初の発掘調査方法は、下水道の本管や枝管工事を実施してぃる最中に立会いを行い、遺構

が検出されると工事を中断して本調査を行っていた。この方法によると、下水道工事の期間が

決まっている中での調査となるため調査に制限を受けたり、遺構の発見が突発的なため調査に

即応出来ないなどの問題点があげられた。こうした問題についての改善策として、工事の工期

を十分とり試掘調査や本調査を実施することや、遺構が密集してぃる地域につぃては、工事の

設計変更を行うことで対処してきた。

今回報告する花沢西遺跡や本町遺跡・恋ケ窪東遺跡は、遺跡内における遺構の分布状況が明

確でないため、工事中に立会い調査を実施し遺構が検出された部分について本調査を行う方法

が取られた。

恋ケ窪遺跡の中部地区32号工事については、市都市整備部下水道課と協議の結果これまで武

蔵国分寺跡周辺地域で実施している調査方法がとられた。その方法は、下水道管埋設箇所全域

について試掘調査を実施し発掘調査計画(期間及び費用)を作成し、下水道課と協議して本調

査を進めるというものである。以下、調査方法について記述する。

①本管工事と別に試掘調査を行う。

②試掘調査の結果に基づき、遺構の保存のための計画変更を要請し、変更の出来ないものに

ついて本調査を実施する。

③試掘調査で検出された遺構の中で工事の掘削幅より広がる遺構については、狭い範囲の中

では遺構全体を把握できないことや作業に支障を来す場合があることなどから、歩行者の

通路を確保し調査地点をできるだけ拡張して発掘を行う。

④下水道工事に伴う水道管・ガス管などの移設工事や、宅地内のマスの設置箇所につぃても

調査が必要であるため調査地点を拡張して発掘を行う。

 交通量の多い幹線道路では、発掘地点を分割して調査を行う。

 調査期間中は地域住民に広報を行い、車両の迂回路を設定したり案内板を設置して安全対

策を厳重に行う。

 道路上の発掘作業であるため、道路の掘削や復旧作業・保安設備といった土木作業と発掘

作業を合わせて土木業者に委託する。

 下水道本管工事は、各々の路線の調査が終了したのちに行う。

このように下水道工事と発掘調査が分離したことによって、これまでに挙げられてきた問題

-1-



点の多くは改善されたといえる。また、道路上の調査であるため発掘調査の技術だけではなく、

一般の土木工事に関する知識も必要であり、この部分を専門の業者に委託することによって安

全面においても向上が図られた。

尚、現地における試掘調査や本調査は昭和58午11月29日～平成5午9月27日まで行い、多数

の遺構・遺物が発見され、恋ケ窪遺跡では36・40次調査、花沢西遺跡では4・6次調査、本町

遺跡では3次調査、恋ケ窪東遺跡では2・3次調査で登録されている。

国分寺市遺跡調査会組織

(平成9年3月現在)

国分寺市文化財保護審議会委員長

国分寺市文化財保護審議会委員

国学院大学教授

立正大学教授

国士館大学名誉教授

国分寺市長

国分寺市教育委員会委員長

国分寺市教育委員会教育長

国分寺市社会教育委員の会議議長

国分寺市文化財保護審議会副委員長

国分寺市文化財保護審議会委員

東京都教育庁生涯学習部副参事(埋蔵文化財担当)

国分寺市教育委員会社会教育部長

国分寺市社会教育委員の会議副議長
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IⅠ 調査地区の概観

1.調査地区の位置・立地

本調査を実施した地点は、恋ケ窪遺跡と花沢西・本町・恋ケ窪東遺跡であり、各々の遺跡の

立地について説明する。

恋ケ窪遺跡は、国分寺市西恋ケ窪1丁目と東恋ケ窪1丁目日立中央研究所構内の一部に所在

し、眼下に野川の源泉を見下ろす武蔵野台地上に位置する。野川流域には縄文時代中期の遺跡

が数多く発見されているが、本遺跡はその中でも代表的な遺跡で、勝坂式期や加曽利E式期の

住居跡が多数発見されている。遺跡は、北側を除く三方向を野川の開析谷に囲まれた舌状台地

の南西側に広がっており、同台地の南東部には羽根沢遺跡が立地している。本遺跡は東西600

m・南北400mの広さをもち、標高は約76mで崖線下の低地部分との比高差は12m前後である。

台地を刻む谷は、南側から西に延びる恋ケ窪谷と東側から北へ延びるさんや谷の二つの谷で、

南東部で合わさり湧水を集めて野川となり南流する。恋ケ窪谷は比較的幅広のU字状の谷で、

その傾斜は緩やかである。さんや谷は台地の東側では急傾斜で幅の狭いⅤ字状を呈するが、北

側に廻ると浅いU字状の谷となり台地の奥まで連なる。これらの谷筋には埋没・枯渇したもの

を含めると10箇所前後の湧水地点が確認され、集落を営むに優れた地形であったことがうかが

われる。

花沢西遺跡は、国分寺市本町4丁目と南町3丁目に所在する旧石器時代・縄文時代の遺跡で、

恋ケ窪谷とさんや谷が交わる野川左岸の武蔵野台地南西縁に立地している。比高差12mの国分

寺崖線下には湧水があり、さらに周辺にも湧水地が認められる。遺跡はJR中央線によって二分

され、北側には恋ケ窪東遺跡が隣接し、谷を挟んだ野川の右岸には恋ケ窪南遺跡がある。

本町遺跡はJR中央線国分寺駅東側の本町2丁目と南町2丁目に所在し、野川の開析谷であ

る本多谷と殿ケ谷戸谷によって画された武蔵野台地の東南縁に立地している。遺跡の東側を刻

む本多谷は南東から北に延び、遺跡付近では狭く急崖をなしている。いっぽう、南から西側に

延びている殿ケ谷戸谷は、幅が広く傾斜も緩やかである。この二つの谷に挟まれて、台地は舌

状を呈している。近接している遺跡としては、東側にN0.29遺跡、殿ケ谷戸谷を挟んだ南側に

花沢東・殿ケ谷戸遺跡、北側にN0.6遺跡がある。本遺跡の発見は古く、明治27年に大野延太

郎・鳥居龍蔵により 「武蔵国北多摩郡国分寺村石器時代遺跡」という論文が『東京人類学会雑

誌』に掲載されており、遺物がどのような所から発見されるかを詳細に観察し、「遺物包含層」・

「遺物散列地」等の定義づけを行っている。

恋ケ窪東遺跡は、国分寺市本町4丁目と日立中央研究所内の一部である東恋ケ窪1丁目から

東恋ケ窪2丁目にかけて所在する。遺跡の西側には南北に延びるさんや谷があり、眼下に野川
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の源泉を見下ろす武蔵野台地上に位置する。近接した遺跡としてさんや谷の対岸には羽根沢遺

跡、南側には花沢西遺跡が立地している。

2.層 序

今回の公共下水道工事に伴う調査は武蔵野台地上に位置し、基本層序は各々の調査地におけ

る土層の断面図を使用した。

各々の調査地にて検出される。道路下の調査であるため、地表面はア

スファルトでその下は礫やロームプロックがまじった攪乱の層である。

Ib層 表土耕作土 各々の調査地で検出される。暗褐色で乾燥するとパサつき崩れる。下

部はII層の黒褐色土がまじる部分がある。

IⅠ 層 黒褐色土 K2-36・40次調査地を除く他の調査地で検出される。粒子が粗くボソボ

ソした感じで粘性がない。歴史時代の遺構内に堆積している土層に酷

似している。

III b層 暗茶褐色土 下部に行くほど茶褐色が強くなる。歴史時代の遺構確認面であり、ま

た縄文時代の遺物包含層で、土器や石器一礫等が多く出土する。

ⅠIⅠb′層“ 暗茶褐色土 III b層の土層に大粒の赤色スコリア粒子がまじった土層で、顕著に確

認されるのはK2遺跡である。本層も縄文時代の遺物包含層であり、

さらに多くの土器や石器等を出土する。

III C層 茶褐色土 ローム漸移層である。縄文時代の遺構は、該層の上面にて検出が容易

になる。

IV 層 黄褐色土 立川ローム層のソフトロームである。

Ⅰa層 盛土

以上のような土層の堆積が各調査地で観察された。これらの土層のIII層とIV層において、縄

文時代の遺構・遺物が検出され出土している。傾向としては、K2?36・40次調査地ではIII層がb

とb′の2層に区分され、本土層の中位から遺構が掘り込まれていることが確認されている。
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IIⅠ発掘経過

恋ケ窪遺跡が所在する西恋ケ窪1丁目地内の公共下水道面整備工事は、昭和60年度から着手

された。これまでに、武蔵国分寺跡周辺においても公共下水道面整備工事に伴う発掘調査を行

っている。調査の手順等はその方法に従い、対象地域の試掘調査を実施し調査計画を作成して、

発見されている各々の遺構について本調査を行っていった。

当初は開削で調査地点にバリケードによる保安を行い作業を進めることが出来たが、途中か

ら所轄警察所の指導によって調査地に覆工板(土木工事に使用する100～500kgの鉄板)を設置

し、夜間は道路を開放する方法がとられた。その結果、発掘調査作業の工程の中で土木作業を

行う割合が多くなり、土木作業に熟練し尚且つ発掘作業が出来る作業員が必要になった。

今回の調査では道路上の発掘作業を行う場合、道路占用許可申請の条件にしたがって土木工

事と発掘作業を一括で業務委託し、調査会は監督・指導に当たっている。

本町遺跡や花沢西・恋ケ窪東遺跡の公共下水道面整備工事の調査は、工事中の立会い調査で

遺構が発見されたため発掘調査を実施した。その工程は、まず道路を掘削する際に遺構確認面

まで掘り下げた状態で一度立会いを行い、遺構が検出されない場合は工事を続行し下水道管を

埋設する。遺構が検出された場合は、工事を中断し発掘調査に移行するか、一時埋め戻して後

日改めて調査を行う方法がとられた。

このような工程で立会い(試掘)調査・本調査を実施したが、道路上の発掘調査のため調査範

囲に制限をうけたり、工事の工期が決まっているため十分な調査期間がとれない等の障害が多

かった。また、遺構が検出された工事路線は発掘作業のために下水道工事作業が中断されたり、

やむを得ず工期の延長がなされた場合もある。さらに、調査に対処するだけの調査会作業員や

発掘機材が確保できない、調査員が発掘現場と立会い調査の掛け持ちを行わなければならない

等の問題もあげられた。

以下、各遺跡における調査の概略を記することとする。

K28?3次調査

立会い調査期間 昭和58年11月29日～同年12月2日

本調査期間 昭和59年2月20日～同年2月21日

調査面積 1地点 18.Om'

K8?4次調査

本調査期間

本調査面積

昭和59午7月18日～同年7月20日

1地点 20.Om'

実働日数3日間

実働日数2日間

実働日数3日間
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K57?2次調査

立会い調査期間 昭和60年1月9日～同年1月12日

本調査期間 昭和60年2月6日～同年2月8日

調査面積 5地点 174.6m'

K57?3次調査

本調査期間

本調査面積

K8-6次調査

立会い調査期間 昭和60年10月9日～同年11月12日

本調査期間 昭和60年11月25日～同隼12月9日

調査面積 2地点 89.Om'

K2?36次調査

試掘調査期間

本調査期間

本調査面積

本調査期間

本調査面積

本調査期間

本調査面積

K2-40次調査

試掘調査期間

試掘調査面積

本調査期間

本調査面積

本調査期間

本調査面積

昭和60年7月18日～同年11月25日

5地点 277.Om'

平成2年6月4日～同年8月7日

平成2年6月23日～3年3月31日

15地点 114.01m'

平成3年4月23日～4年3月31日

19地点 333.9m'

平成4年4月7日～同年12月25日

12地点 173.3m'

平成3年10月17日～同隼11月12日

538.17m'

平成5隼1月5日～同年3月31日

5地点 89.5m'

平成5年4月5日～同年9月27日

16地点 187.58m'

実働日数4日間

実働日数3日間

実働日数8日間

実働日数10日間

実働日数6日間

実働日数21日間

実働日数196日間

実働日数179日間

実働日数152日間

実働日数13日間

実働日数42日間

実働日数108日間

各調査地点の位置ならびに進行状況については、第3図と第1表にまとめてあるので参照さ

れたい。
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IV 調査地の概要

1.K2-36・40次調査

恋ケ窪遺跡の集落居住域北西地域の道路部分に下水道管を埋設するため発掘調査を実施した。

調査地が下水道管埋設部分に限られる上に、既存施設による攪乱を受けているため遺構の一

部分しか確認出来なかった。遺構は縄文時代中期の住居跡や土坑が主で、他に歴史時代の道路

状遺構などが検出されている。

(1)検出遺構

S152J住居跡(図面6 図版3)

〈位置〉グリッドの(DFH ・DFI,1273-1276)に所在する。〈規模〉東西4.6m1南北1.6m以上

で確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に堆積する。〈柱穴〉径0.2～0.7

mで深さ80cm前後の主柱穴3個と20～40cmの柱穴5個が確認された。〈出土遺物〉勝坂II・III式

の土器片と打製石斧が多く出土している。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えられる。

s197J住居跡(図面6)

〈位置〉グリッドの中FI,1272)に所在する。〈規模〉東西1.1m以上、南北1.1m以上で確認面か

らの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉茶褐色土が主体に堆積する。〈出土遺物〉勝坂式土器の小

破片が出土する。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えられる。

S199」住居跡(図面7 図版3)

〈位置〉グリッドの(DET-DEW,1279-1281)に所在する。〈規模〉東西1.Om以上、南北8.0

mで確認面からの掘り込みは20cmを計る。また、南壁から内側1.6mに周溝があることより拡張

が行われたものと考えられる。〈覆土〉暗茶黒褐色土の上層が主体に堆積する。〈炉〉石囲炉で、

炉跡の下から径0.8m深さ60cmの柱穴が確認される。〈埋妻〉南側壁から2.4mの位置に勝坂III式

の深鉢(図面17?11)が埋設されている。〈柱穴〉径0.2～0.5m前後で深さ20cmの柱穴が18個が

確認された。〈出土遺物〉覆土の1層から土器・石器が多く出土する。〈時期〉勝坂III式期の住

居跡である。

SII00」住居跡(図面7 図版3)

〈位置〉グリッドの(DEX-DFA,1280・1281)に所在する。〈規模〉東西0.9m1南4ヒ4.7m以上

で確認面からの掘り込みは60cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物が多く含まれる上層が堆積
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する。〈柱穴〉径0.6～0.8mで深さ60cmの主柱穴が3個と径0.3m1深さ20cmの柱穴が6個確認

される。〈出土遺物〉覆土の2層から加曽利E式の土器片が出土する。〈時期〉加曽利E式期の

住居跡と考えられる。SⅠ111J住居跡と重複し本住居跡が新しい。

SII04」住居跡(図面6 図版4)

〈位置〉グリッドの(DDW-DDX,1300)に所在する。〈規模〉東西0.3m以上、南北2.3mで確認

面からの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土を主体とする上層が堆積する。〈柱穴〉径

0.3mで深さ10～20cmの柱穴が4個確認される。〈出土遺物〉加曽利E式土器の小破片が出土す

る。〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

s1105J住居跡(図面6 図版4)

〈位置〉グリッドの(DDY-DEB,1300)に所在する。〈規模〉東西0.2m以上、南北5.55mで確

認面からの掘り込みは38cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土を主体の上層が堆積する。〈柱穴〉径0.2

mで深さ10cmの柱穴が2個確認される。〈出土遺物〉加曽利E式土器の小破片が少量出土する。

〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

sII06J住居跡(図面6 図版4)

〈位置〉グリッドの(DEC-DEE, 1300)に所在する。〈規模〉東西0.38m以上、南北4.95m以上

で確認面からの掘り込みは24cmを計る。〈覆土〉茶褐色土を主体とする土層が堆積する。〈柱穴〉

径0.6mで深さ15cmの柱穴が4個確認される。〈出土遺物〉加曽利E式土器の小破片が少量出土

する。〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

S1107」住居跡(図面6 図版4)

〈位置〉グリッドの(DDX,1285-1287)に所在する。〈規模〉東西3.8m1南北0.4m以上で確認

面からの掘り込みは20cmを計る。〈覆土〉暗黒茶褐色土を主体とした土層が堆積する。〈柱穴〉

径0.6mで深さ10～60cmの柱穴が3個確認される。〈出土遺物〉加曽利E式の土器片が出土する。

〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

S1108J住居跡(図面6 図版5)

〈位置〉グリッドの(DEC-DEF,1290・1291)に所在する。〈規模〉東西2.0m以上、南北5.6m

で確認面からの掘り込みは20cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物が混じる土層が堆積する。

〈埋泉〉南壁より内側約0.7mに曽利系の加曽利E式土器(図面20?7)が埋設される。〈柱穴〉

径0.65mで深さ30cmの柱穴が3個と径0.4mで深さ20cmの柱穴3個が確認される。〈出土遺物〉

-13-



加曽利E式第IV～Ⅴ段階の土器片を多く出土する。〈時期〉加曽利E式期IV段階と並行する曽利

糸の住居跡である。

S1109J住居跡(図面7 図版5)

〈位置〉グリッドの(DFC-DFF,1281 ・1282)に所在する。〈規模〉東西0.9m以上、南北5,8m

で確認面からの掘り込みは24cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に堆積する。〈柱穴〉径0.4～0.7

mで深さ30～40cmの柱穴が7個確認される。〈出土遺物〉加曽利E式の土器片が出土する。〈時

期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

S1lII」住居跡(図面7)

〈位置〉グリッドの(DEY-DFB,1281)に所在する。〈規模〉東西1.Om以上、南北2.2m以上で

確認面からの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に堆積する。〈柱穴〉径0.8～1.2

mで深さ20cmを計る大きい落ち込み2個と、径0.3～0.4mで深さ40cmの柱穴4個が確認される。

〈出土遺物〉勝坂式土器の小破片が出土している。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えられる。

SI100J住居跡と重複しており本住居跡の方が古い。

sIII2」住居跡(図面8 図版5)

〈位置〉グリッドの(DEG,1286-1289)に所在する。〈規模〉東西5.2m1南北0.8m以上で確認

面からの掘り込みは50cmを計る。〈覆土〉暗黒茶褐色土が堆積し炭化物が含まれる。〈炉〉径0.7

mで深さ20cmの落ち込みの北側に勝坂III式(図面22?5)の土器が埋設された埋襄炉である。〈柱

穴〉径0.4～0.6mで深さ40cmの柱穴が2個確認される。〈出土遺物〉覆土の1層から土器片が多

く出土し勝坂III式の物が多い。〈時期〉勝坂III式期の住居跡である。

sIII3j住居跡(図面8 図版6)

〈位置〉グリッドの(DEH-DEK,1290-1291)に所在する。〈規模〉東西1.6m以上、南北6.5m

で確認面からの掘り込みは60cmを計る。また、南壁の内側に周溝1本が確認されており拡張を

行なったものと思われる。〈覆土〉暗黒茶褐色土が主体に堆積しており炭化物が含まれる。〈炉〉

長径1.Om1短径0.7mで深さ30cmの地床炉である。炉跡内には焼土が多量に堆積している。〈柱

穴〉径0,3～0.6mで深さ50cmの柱穴が6個確認される。〈出土遺物〉覆土の1・2層から加曽利

E式IV・Ⅴ段階の土器片が多く出土している。その他に、蛇紋岩製の磨製石斧(図面44?5)な

どが出土している。〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

S1114J住居跡(図面8 図版6)
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〈位置〉グリッドの(DEL・DEM,1290-1291)に所在する。〈規模〉東西1.5m以上、南北3.0m

で確認面からの掘り込みは22cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土が主体で、炭化物が混じった土層が

堆積する。く炉〉径0.7mで深さ5cmの落ち込みに焼土ブロックが堆積した部分があり地床炉と考

えられる。〈柱穴〉径0,2～0.4mで深さ30cmを計る柱穴が2個確認される。〈出土遺物〉覆土の

1層から勝坂式土器と加曽利E式土器の破片が出土する。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えられ

る。

S1115J住居跡(図面8 図版6)

〈位置〉グリッドの(DEN-DE0,1290-1291)に所在する。〈規模〉東西1.4m以上、南北2.2m

以上で確認面からの掘り込みは20cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土を主体にした上層が堆積する。

〈出土遺物〉土器の小破片が出土する。〈時期> SI114J住居跡と重複しており本住居跡が古い。

従って、勝坂式期の住居跡と考えられる。

sIII6」住居跡(図面8 図版7)

〈位置〉グリッドの(DEM-DEN,1283・1284)に所在する。〈規模〉東西2.7m以上、南北0.8m

以上で確認面からの掘り込みは15cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土を主体にした上層が堆積する。

〈柱穴〉径0.5mで深さ30cmの柱穴1個が確認される。〈出土遺物〉加曽利E式土器の小破片と

石器が出土する。〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

S1117a a bJ住居跡(図面9 図版7)

〈位置〉グリッドの(DEM-DEN,1285・1286)に所在する。〈規模〉SⅠ117aJは東西3.4m以

上、南北1.4m以上で確認面からの掘り込みは20cmを計る。SⅠ117bJは東西2,2m,南北0.35m以

上で確認面からの掘り込みは18cmを計る。〈覆土> SJll7aJは、1～3層で暗茶褐色土が主体に

堆積する。SⅠ117bJは、④～ 層で茶褐色土が主体に堆積する。〈柱穴〉径0.35mで深さ20cmの

柱穴が1個確認される。〈出土遺物〉a住居跡から勝坂式土器の小破片と打製石斧が、柱穴内か

ら石錐が出土する。b住居跡から遺物は出土していない。〈時期〉a住居跡は勝坂式期の住居跡

と考えられる。重複して古いb住居跡も該期の住居跡であろう。

S1118J住居跡(図面9 図版7)

〈位置〉グリッドの(DEN-DEP,1287-1289)に所在する。〈規模〉東西4.6m1南北1.7m以上

で確眸面からの掘り込みは40cmを計る。また、住居跡東壁の内側に周溝が2本検出されており、

拡張が行われた可能性がある。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に堆積し炭化物等も混じる土層が堆積

する。〈炉〉径0.6mで深さ30cmの掘り込みに深鉢形土器(図面26?6)を設置し、周りに礫をお

-15-



いた石囲埋妻炉である。〈柱穴〉径0.3～0.6m深さ40～60cmの柱穴が4個確認される。〈出土遺

物〉炉体土器、覆土中の土器はともに加曽利E式第II段階の土器である。その他、打製石斧や

石皿等の石器類が出土している。〈時期〉加曽利E式期第II段階の住居跡である。

sIII9」住居跡(図面9 図版8)

〈位置〉グリッドの(DEF ・DEG,1301-1303)に所在する。〈規模〉東西4.6m以上、南北1.7m

以上で確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗黒褐色土が主体で炭化物が混じる土層が

堆積する。〈炉〉径0,7mで深さ18cmの掘り込みに深鉢形土器と土器の底部(図面27?3・4)を設

置し周りに礫をおいた石囲埋妻炉である。また、炉跡上面に深鉢形土器(図面27?5)が横位に

出土する。〈柱穴〉径0.6m深さ40～60cmの柱穴が2個と径0.2m深さ20cmの柱穴4個が確認され

る。〈出土遺物〉炉体土器、覆土中の土器はともに勝坂III式の土器である。石器類は石錐、石

匙、打製石斧、磨製石斧、叩き石などが出土している。〈時期〉勝坂III式期の住居跡である。

SI120J住居跡(図面9 図版7)

〈位置〉グリッドの(DEF・DEG,1297-1300)に所在する。〈規模〉東西4.4m以上、南北1.6m

以上で確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗黒茶褐色土で炭化物が混じる土層が堆積

しており、炉跡周辺にはより多くの炭化物が混じる。〈炉〉径0.6mで深さ30cmの掘り込みに焼

土ブロックが堆積する地床炉である。〈柱穴〉径0.5m前後で深さ50cmの柱穴が7個と径0.25m

深さ20cmの柱穴3個が確認される。〈出土遺物〉炉跡内より加曽利E式Ⅴ段階深鉢形土器(図面

28?5)と浅鉢形土器(図面28?6)が出土している。〈時期〉加曽利E式Ⅴ段階と並行する曽利系

の住居跡である。

sl121」住居跡(図面10 図版8)

〈位置〉グリッドの(DEF・DEG,1294-1297)に所在する。〈規模〉東西5.35m1南北1.4m以上

で確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物多く含まれる土層が堆積す

る。〈柱穴〉径0.5mで深さ40cm前後の柱穴2個と径0.4mで深さ15 30cmの柱穴10個と径0.2m

で深さ10～20cmの柱穴が4個確認された。〈出土遺物〉加曽利E式第IV段階と曽利系の土器片、

石鎌、打製石斧が出土する。〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

sIl22」住居跡(図面9 図版8)

〈位置〉グリッドの(DEG・DEH,1300)に所在する。〈規模〉東西0.2m以上、南北2.2mで確認

面からの掘り込みは20cmを計る。〈覆土〉茶褐色土ブロックが多く含まれた上層が堆積する。〈柱

穴〉径0.2mで深さ15cmの柱穴1個が確認された。〈出土遺物〉加曽利E式III段階の土器片が出土
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する。〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

S1123a a b ・cJ住居跡(図面10 図版9)

〈位置〉グリッドの(DEQ-DES,1292-1295)に所在する。〈規模〉SⅠ123aJは、東西5.Om1南

北2.2m以上で確認面からの掘り込みは35cmを計る。SⅠ123bJは、東西4.6m1南北2.2m以上

で、確認面からの掘り込みは38cmを計る。SJ123cJは、東西1.6m以上、南北1.Om以上で、確認

面からの掘り込みは38cmを計る。〈覆土〉a住居跡 ～@層で、暗茶褐色土に炭化物のましる上

層が堆積する。b住居跡(13)・(14)層で、暗茶褐色土にロームプロックが含まれる土層が周溝

内に堆積する。C住居跡1～4層で、暗茶褐色土に炭化物が少量まじる上層が堆積し、茶黄褐

色土でロームプロックが混じる土層によって貼床が行われている。〈炉〉b住居跡に径0.6m深

さ20cmを計る地床炉が確認される。〈柱穴〉a住居跡は径0.4～0.6mで深さ60cm前後の柱穴5個

確認された。b住居跡はO.2mで深さ30cm前後の柱穴5個確認された。c住居跡は径0.1～0.3m

で深さ20cm前後の柱穴5個が確認された。〈出土遺物〉b住居跡炉跡内から勝坂III式の深鉢形土

器(図面29-2)が出土している。その他の土器としては勝坂II式の深鉢形土器、加曽利E式II

～VI段階の土器片、後期の称名寺式土器片等がある。石器類としては打製石斧が多く石鎌、磨

製石斧、石匙、磨石などが出土している。〈時期〉b住居跡は勝坂III式期の住居跡である03っ

の住居跡の新旧関係は土層断面より旧SⅠ123aJ→SI123bJ→SK123cJ新の順である。従って、

a住居跡は勝坂式期、c住居跡は加曽利E式期と考えられる。

s1124J住居跡(図面II 図版9)

〈位置〉グリッドの(DES-DEV,1297-1299)に所在する。〈規模〉東西4.5m1南北1.8m以上

で確認面からの掘り込みは40cmを計る住居跡と、その内側に東西4.Om1南北1.8m以上で、確

認面からの掘り込みが45cmを計る住居跡がある。〈覆土〉1～8層が内側の住居跡で暗茶黒褐色

土に炭化物や焼土粒子が含まれる上層が堆積している。 ～@層が外側の住居跡で茶褐色土ブ

ロックがまじる土層が堆積している。土層断面に壁の立上りが認められることから縮小して内

側住居跡が築かれたものと考えられる。〈炉〉内側住居跡には径1.1mで深さ20cmの石囲炉があ

る。〈埋襄〉内側住居跡の東側周溝に接して曽利系の深鉢形土器(図面3ト3)が埋設されている。

〈柱穴〉径0.2～0.4mで深さ40cm前後の柱穴8個が確認された。〈出土遺物〉内側住居跡の炉跡

内から加曽利E式第VI段階の深鉢形土器(図面30?11)、加曽利E式第III～Ⅴ段階の個体土器や破

片が出土している。石器類としては打製石斧の出土量が多い。〈時期〉内側の住居跡は加曽利E

式期第Ⅴ・VI段階の住居跡で、外側の住居跡は加曽利E式期第III・IV段階のものと考えられる。

s1125J住居跡(図面II 図版9)
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〈位置〉グリッドの(DEU～DEW,1300～1302)に所在する。

〈規模〉東西4.4m1南北2.4m以上で確認面からの掘り込みは50cmを計る住居跡と、その内側

に東西3,8m,南北1.8m以上で確認面からの掘り込みが45cmを計る住居跡がある。〈覆土〉1～5

層が内側の住居跡で暗茶黒褐色土に炭化物や焼土粒子が含まれる土層が堆積している。 ～ 

層が外側の住居跡で茶褐色土ブロックや炭化物がまじる暗茶褐色土が堆積している。上層断面

に壁の立上りが認められることから縮小して内側の住居跡が築かれたものと考えられる。〈柱

穴〉径0.3mで深さ60cm前後の柱穴2個が確認された。〈出土遺物〉勝坂III式の土器片や打製石

斧が出土している。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えられる。

sI126J住居跡(図面10 図版9)

〈位置〉グリッドの(DEM-DE0,1300)に所在する。〈規模〉東西0.3m以上、南北6.Omで確認

面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土を主体ととした土層が堆積する。〈柱穴〉

径0,35mで深さ20～50cm前後の柱穴4個が確認された。〈出土遺物〉加曽利E式土器の小破片と

打製石斧が出土している。〈時期〉加曽利E式期の住居跡と考えられる。

SI127J住居跡(図面II 図版10)

〈位置〉グリッドの(DFE ・DFF,1292-1294)に所在する。〈規模〉東西4.Om1南北1.8m以上

で確認面からの掘り込みは60cmを計る。西壁の内側約1.Omに周溝が確認されることから拡張が

行われた可能性がある。〈覆土〉茶黄褐色土で炭化物が混じる土層が堆積する。〈柱穴〉径0,4m

で深さ30cm程度の柱穴3個が確認された。〈時期> SI128Jと重複し本住居跡が古い。SI128 Jが

加曽利E式期第III段階の住居跡であるためそれ以前の勝坂式期の住居跡と考えられる。

S1128J住居跡(図面II 図版10)

〈位置〉グリッドの(DFE-DFF,1292-1295)に所在する。〈規模〉東西4.9m1南北1.8m以上

で確認面からの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉暗黒茶褐色土で炭化物が混じる上層が堆積す

る。〈炉〉径0.7mで深さ20cmの石囲炉で、炉石は長さ40cmで幅20cmの大型な礫が2個設置され

ている。〈埋妻〉東壁内側に加曽利E式第III段階の深鉢形土器(図面34?5)が設置されている。〈柱

穴〉径0.5mで深さ20cmの柱穴1個が確認された。〈出土遺物〉埋妻の他に加曽利E式の土器片

や打製石斧が出土している。〈時期〉加曽利E式期第III段階の住居跡である。SI127Jと重複して

おり新旧関係は、旧SI127J→SI128J新である。

s1129」住居跡(図面1j 図版jO)

〈位置〉グリッドの(DFE,1295 ・1296)に所在する。〈規模〉東西3.2m以上、南北0.5m以上で
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確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗茶黒褐色土で炭化物が混じる上層が堆積してぃ

る。〈埋喪〉加曽利E式第III段階の深鉢形土器(図面34-6)と無文の浅鉢形土器(図面34?8)が埋設

されている。〈柱穴〉径0.3mで深さ20～60cmの柱穴5個が確認された。〈出土遺物〉埋東2個体

の他に加曽利E式第IV～Ⅴ段階の土器と打製石斧が出土している。〈時期〉加曽利E式期第III段

階の住居跡である。

SI130J住居跡(図面12 図版I1)

〈位置〉グリッドの(DFE - DFF,1296-1298)に所在する。〈規模〉東西3.6m1南北1.4m以

上、確認面からの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉茶褐色ブロックが多く含まれる上層が堆積す

る。〈柱穴〉径0.3mで深さ50(1)の柱穴1個が確認された。〈出土遺物〉加曽利E式第V段階の土

器片と打製石斧が出土する。〈時期>SI129・131Jと重複しており新旧関係は、旧SI130J→SI129

J→SI131J新である。SI129Jの時期が加曽利E式期第III段階であることから、本住居跡はそれ

より古い時期の住居跡と考えられる。

s1131J住居跡(図面12 図版II)

〈位置〉グリッドの(DFE-DFF,1297-1300)に所在する。〈規模〉東西5.8m1南北1,6m以上

で確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土を主体とした土層が堆積する。〈炉〉

径0.7mで深さ30cmで焼土ブロックが多く堆積する地床炉である。〈柱穴〉径0.2～0,4mで深さ

30～60cmの柱穴5個が確認された。〈出土遺物〉加曽利E式第IV・V段階の土器片と曽利系の土

器片が多く出土した。石器類は打製石斧や石皿等が出土している。〈時期> SI130Jと重複し新

旧関係は、旧SI130J→SI131J新である。従って、加曽利E式期の住居跡であると考えられ

る。

s1132J住居跡(図面12 図版II)

〈位置〉グリッドの(DGR-DGT,1325-1326)に所在する。〈規模〉東西1.4m以上、南北5.5m

で確認面からの掘り込みは25cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で焼土粒子が含まれる土層が主体に

堆積している。〈柱穴〉径0.6mで深さ80cm前後の主柱穴3個と径0.2mで深さ20cmの浅い柱穴が

1個確認された。〈出土遺物〉勝坂III式の土器片と曽利系の土器片が出土してぃる。〈時期〉勝

坂式期の住居跡と考えられる。

S1135J住居跡SK153」土坑(図面12 図版I2・14)

.〈位置〉グリッドの中FF ・DFG, 1287-1289)に所在する。〈規模〉東西4.2m1南北0.7m以上

で確認面からの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物が混じる上層が堆積してぃ
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る。〈柱穴〉径0.6mで深さ40cm前後の柱穴3個が確認された。〈出土遺物〉加曽利E式第III～V

段階の土器片が出土している。〈土坑〉住居跡の西壁に接して『フラスコ状』のSK153J土坑が

掘られている。規模は、上面幅1,Om1底面幅1,3mで床面からの掘込みは80cmを計る。覆土は、

汚れた茶褐色土ブロックやロームプロックが多く含まれる土層が堆積しており埋め戻された可

能性がある。〈出土遺物〉加曽利E式第III段階の土器片が出土する。〈時期〉加曽利E式期の住

居跡・土坑と考えられる。

sI!37J住居跡(図面13 図版I2)

〈位置〉グリッドの(DFC・DFD,1309・1310)に所在する。〈規模〉東西2.85m以上、南北1.2m

以上で確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物が少量混じる上層が主

体に堆積している。〈柱穴〉径0,2～0.4mで深さ30cm前後の柱穴4個と周溝に接して径1.Omで

深さ20cmの浅い落ち込みが確認された。〈出土遺物〉勝坂式土器と加曽利E式土器の破片が出土

している。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えられる。

sII39J住居跡(図面I3 図版I2)

〈位置〉グリッドの(DFI-DFK,1310 - 1311)に所在する。〈規模〉東西1.Om以上、南北4.4m

で確認面からの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物が少量混じる上層が主体に

堆積している。〈柱穴〉径0.5mで深さ30cmの主柱穴1個と径0.3～0.4m深さ30cmの柱穴が5個

が確認された。〈出土遺物〉勝坂III式の土器片が出土する。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えら

れる。

sII4IJ住居跡(図面I2 図版I3)

〈位置〉グリッドの中FT-DFV,1318・1319)に所在する。〈規模〉東西1.Om以上、南北2.6m

以上で確認面からの掘り込みは5cmを計る。〈炉〉径0,8mで深さ20cmの地床炉である。〈柱穴〉

径0.6mで深さ60cmの柱穴1個と径0.2mで20cmの柱穴が1個確認された。〈出土遺物〉炉跡内よ

り勝坂式土器の破片が出土する。〈時期〉勝坂式期の住居跡である。

sII42」住居跡(図面I3 図版I3)

〈位置〉グリッドの(DFI-DFJ,1311・1312)に所在する。〈規模〉東西3.Om以上、南北2.8m以

上で確認面からの掘り込みは18cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土の単一上層が堆積する。〈柱穴〉

径0.5mで深さ20～40cm前後の柱穴4本と径0.2mで深さ20cmの柱穴が5個確認された。〈出土遺

物〉勝坂III式の土器片が出土する。〈時期〉勝坂式期の住居跡と考えられる。
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S1143J住居跡(図面13 図版13)

〈位置〉グリッドの(DFA,1314-1316)に所在する。〈規模〉東西3.4m1南北1.5m以上で確認

面からの掘り込みは20誦を計る。〈覆土〉暗茶褐色土で焼土粒子や炭化物が混じる土層が堆積す

る。〈柱穴〉径0.2mで深さ30cm前後の柱穴2個が確認された。〈出土遺物〉勝坂III式の土器片が

出土する。く時期〉勝坂式期の住居跡と考えられる。

SS22集石(図面13 図版13)

〈位置〉グリッドの(DDE・DDF,1301)に所在する。〈規模〉礫が長径1.Om1短径0.8m1厚さ

15cmの範囲に集中して認められる。集石の下には土坑があり長径1.Om1短径0.9m1深さ30cm

を計る。〈覆土〉土坑内には黒褐色土で炭化物や焼土粒子が多量に含まれる土層が堆積する。〈時

期〉不詳である。

SK145J土坑(図面I3 図版I4)

〈位置〉グリッドの(DEX-DEY,1303)に所在する。〈規模〉東西1.3m以上、南北1.Omで確認

面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物が少量混じる土層が堆積する。〈出

土遺物〉勝坂II式の土器片と石器が出土する。〈時期〉勝坂II式期の土坑と考えられる。

SK154」土坑(図面I3 図版14)

〈位置〉グリッドの(DFE,1300)に所在する。〈規模〉東西1.3m1南北0.4m以上で確認面から

の掘り込みは60cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に堆積する。〈出土遺物〉打製石斧が出土

する。〈時期〉不詳である。

SK155J土坑(図面I3 図版14)

〈位置〉グリッドの(DFD,1301)に所在する。〈規模〉東西1.4m1南北0.7m以上で確認面から

の掘り込みは50cmを計る。〈覆土〉暗茶黒褐色土が主体に堆積する。〈出土遺物〉曽利系の土器

片が出土している。〈時期〉加曽利E式期の遺構と考えられる。

小穴(図面2～4)

〈位置〉調査地全域に検出され、総数は91個である。〈規模〉径0.3～0.4m前後、深さ30～90cm

の円形や楕円形を呈する。〈出土遺物〉小穴から遺物は出土していない。く時期〉周辺の住居跡

が勝坂式期や加曽利E式期の遺構であることから該期の遺構と考えられる。

SD2溝跡(図面I4 図版15)
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〈位置〉グリッドの(DCM,1318、DEP～DES,1320、DEV～DEX,1320、DFX～DGA,1321・

1322)に所在する04地点で調査が行われているが最も北側で調査されたものについて説明す

る。〈規模〉上面幅0.6m1底面幅0.3m1確認面からの深さ70cmを計る南北溝跡で、座標は底面

のセンターでX-33,124,15 Y-32,636.75である。〈覆土〉溝の上面は茶褐色土ブロックを多

く含む上層で、中位には黒色土が堆積しており、底面にはロームブロックの埋込が認められる。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。〈時期〉本溝跡は、SF1道路状遺構の西側側溝に該当す

る歴史時代の遺構である。他の調査地点でSD16・17・18溝跡と重複し本溝跡の方が古い。

SD5溝跡(図面14 図版I5)

〈位置〉グリッドの(DCL・DCM,1312、DEE・DEF,1314、DFA,1314・1315、DFO～DFQ,1315)

に所在する04地点で調査が行われているが最も北側で調査されたものについて説明する。〈規

模〉上面幅1.lm1底面幅0.4m1確認面からの深さ70cmを計る南北溝跡で、座標は底面のセン

ターでX-33,124.O Y-32,625,4である。〈覆土〉溝の上面は茶褐色土ブロックを多く含む土

層で、中位には黒色土が堆積しており、底面にはロームブロックの埋込が認められる。〈出土遺

物〉遺物は出土していない。〈時期〉本溝跡は、SF1道路状遺構の東側側溝に該当する歴史時

代の遺構である。

SK156土坑(図面13 図版I5)

〈位置〉グリッドの(DGI,1325)に所在する。〈規模〉東西1,lm1南北0.6m以上で確認面からの

掘り込みは60cmを計る。〈覆土〉暗黒褐色土が主体に堆積する。〈出土遺物〉打製石斧が出土し

ている。〈時期〉堆積している上層から歴史時代の土坑と考えられる。

K2-36・40遺構土層説明

SI52J住居跡 図面6

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多く

含む。

3.茶褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを含む。

4.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子に茶褐色土ブロ

ックが多く混じる。

5.茶暗褐色土 ローム・スコリア粒子に茶褐色土ブロ

ックが混じる。

6.茶褐色上 茶褐色土ブロックとローム粒子を含む。

7.暗茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを

含む。

8.茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含む。

SI99J住居跡 図面7

1.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を少

量含む。

2.茶暗褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを含
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む。

3.暗茶黒褐色土 茶褐色土ブロックとローム・スコリ

ア粒子を含む。

4.茶黒暗褐色土 焼土粒子・炭化物を多量に含む。

5.茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを多

く含む。

6.暗茶黄褐色土 汚れたロームプロックを含む。

7.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

8.暗茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子と炭化物

を多く含む。

9.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

10.茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを多

く含み炭化物が混じる。

11.暗茶黒褐色土 大粒のローム・スコリア粒子を少量

含む。

12.暗茶黒褐色土 細かいローム・スコリア粒子を含む。

13.暗茶褐色土 ロームプロックを少量含む。



14.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア・焼土粒子と炭化

物を少量含む。

15.茶暗褐色上 汚れた茶褐色土ブロックを少量含む。

16.暗茶褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多く含む。

SⅠ100J住居跡 図面7

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含み炭化

物が混じる。

3.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多

く含む。

4.黄暗褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

5.黄暗褐色上 ローム・茶褐色土ブロックを含む。

6.黄褐色土 ロームプロックを含む。

7.茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

SI104J住居跡 図面6

1.暗茶褐色上 茶褐色土ブロック・スコリア粒子を多

く含む。

2.茶暗褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを含む。

3.暗茶褐色土 茶褐色土ブロック・スコリア粒子を含

む。

4.暗茶褐色上 スコリア粒子を含む。

5.茶黄褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを含む。

SI105J住居跡 図面6

1.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックとローム・スコリア

粒子に炭化物が少量混じる。

2.暗茶黄褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを含む。

3.黄暗褐色土 ロームプロック・スコリア粒子を含む。

SI106J住居跡 図面6

1.茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

2.茶黄褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

3.茶褐色土 茶褐色土ブロック・ローム粒子が混じる。

4.茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを含

む。

5.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

SI107J住居跡 図面6

1.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア粒子に炭化物が少

量混じる。

2.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックとローム・スコリア

粒子が少量混じる。

3.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

4.茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

5.暗黒茶褐色土 スコリア粒子が混じる。

6.茶暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックが混じる。

SI108J住居跡 図面6

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含む。

2.茶暗褐色上 汚れた茶褐色土ブロックと炭化物が混

じる。

3.茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

4.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多

く含む。

5.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

6.茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを多

く含む。

SI109J住居跡 図面7

1.暗茶褐色土 大粒のローム・スコリア粒子を含む。

2.茶暗褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを含む。

3.茶暗褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

4.茶黄褐色土 スコリア粒子を含み汚れたロームプロ

ックが混じる。

SⅠ111J住居跡 図面7

 .暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

 .暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色土ブ

ロックを含む。

[相].茶暗褐色上 ローム・茶褐色土ブロックを含む。

◎.茶黄褐色土 汚れたロームプロックを含む。

Sffl2J住居跡 図面8

1.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア・焼土粒子と炭化

物を含む。

2.暗茶黒褐色土 大粒のローム・スコリア・焼土粒子

と炭化物を含む。

3.茶褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを含む。

4.茶暗褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含み炭化

物が混じる。

5.茶暗褐色土 焼土粒子を含む。

6.茶赤褐色土 大粒の焼土粒子を含む。

7.赤茶褐色土 焼土ブロックを多く含み炭化物が混じ

る。

SI113J住居跡 図面8

1.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含

む。

2.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多

く含む。

3.黒茶黄褐色土 大粒のローム・スコリア粒子と汚れ

たロームプロックを含む。

4.茶暗褐色土 茶褐色上ブロックとローム粒子を含む。

5.黄茶褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多く含む。

6.黄暗褐色土 汚れたロームプロック。

7.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

8.茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

SI114J住居跡 図面8

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含む。

2.暗茶褐色上 ローム・スコリア粒子とロームプロッ

クが混じる。

3.茶黄褐色土 焼土粒子とロームプロックを含む。

Sm5J住居跡 図面8

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

2.茶黄褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色ブロッ
クを含む。

3.茶暗褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含む。

4.茶暗黄褐色土 ローム・茶褐色ブロックを多く含む。

SI116J住居跡 図面8

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を少量

含む。

2.暗茶褐色上 ローム・スコリア粒子と茶褐色上ブロ

ックを含む。

3.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含む。

SⅠ117aJ住居跡 図面9

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含む。
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2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色土ブロ

ックを含む。

3.茶暗黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを

含む。

SJ117bJ住居跡 図面9

④.暗茶黒褐色土 大粒のローム・スコリア粒子と炭化

物を含む。

 .茶暗褐色上 汚れた茶褐色土・ロームプロックを含

みスコリア粒子が混じる。

 .暗茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを

含みローム・スコリア粒子が多く混

じる。

SⅠ118J住居跡 図面9

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物が混じ

る。

2.暗茶黒褐色土 大粒のローム・スコリア粒子と炭化

物が混じる。

3.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含む。

4.暗茶黄褐色土 汚れたロームプロックを含む。

5.暗黄茶褐色土 汚れたローム・茶褐色土ブロックを

含む。

6.黄茶褐色土 汚れたロームプロックとスコリア粒子

を多く含む。

7,黄暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多く含む。

8.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

9.茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含む。

SI119J住居跡 図面9

1,暗黒褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物が混じ

る。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含み炭化

物と焼土粒子が混じる。

3.暗茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含む。

4.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

5.暗黄褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

6,暗茶褐色土 ロームプロックとスコリア・焼土粒子

が混じる。

7.黄茶褐色土 被熱したロームプロックを多く含む。

SI120J住居跡 図面9

1.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を少

量含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多く

含む。

3.暗茶黄褐色土 ロームプロックを多く含み部分的に

焼土粒子が混じる。

4.暗茶褐色土 ローム粒子と炭化物が混じる。

5.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックと焼土粒子が混じる。

6.暗黄褐色土 被熱したロームプロックが混じる。

7,暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含む。

8.暗黄茶褐色土 茶褐色土ブロックとスコリア粒子を

含む。

9.茶黄褐色土 細かいローム・スコリア粒子を多く含

む。

10.黄暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多く含む。

11.黄褐色土 ロームプロックを含む。

SI121J住居跡 図面10

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を少量

含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多く

含む。

3.茶暗褐色土 汚れた茶褐色上・ロームプロックを含

む。

4.茶黄暗褐色土 茶褐色土・ロームプロックを多く含

む。

5.黄暗褐色土 汚れたロームプロックを含む。

SI122J住居跡 図面9

1.暗茶褐色土 茶褐色土プロツクとスコリア粒子を含

む。

2.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

3.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

SⅠ123aJ住居跡 図面10

 .暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物が混じ

る。

 .暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子とロームプロッ

クが混じる。

 .茶黄褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多く含む。

 .黄暗褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

 .暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

[相].暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含む。

0.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子とロームプロッ

クを多く含む。

@.茶暗褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色土ブロ

ックを含む。

SJ123bJ住居跡 図面10

(13).暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と汚れたローム

プロックを含む。

(14).暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含む。

SⅠ123cJ住居跡 図面10

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含み炭化物が

混じる。

2.茶黄褐色土 ローム・スコリア粒子を含みロームプ

ロックが混じる。

3.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

4.茶黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

SI124J住居跡 図面11

1.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含

む。

2.暗茶黒褐色土 大粒のローム・スコリア・焼上粒子

が混じる。

3.暗黄褐色土 細かいローム・スコリア粒子と茶褐色

土ブロックが混じる。

4.暗茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子を多く含

む。

5.茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

6.暗茶赤褐色土 細かい焼土粒子を多く含む。

7.赤茶褐色土 焼土ブロックを多く含む。

8.赤黄褐色土 被熟したロームプロックを含む。

 .暗茶褐色土 大粒のローム・スコリア粒子が混じる。

[相].茶褐色土 茶褐色土ブロックが混じる。
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◎.暗黒茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子と炭化
物が混じる。

@.茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。
SI125J住居跡 図面11

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多く

含む。

2.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア粒子とロームプロ

ックを多く含む。

3.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含み黒

色土ブロックが混じる。

4.暗黄茶褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

5.茶黄褐色土 汚れた茶褐色上・ロームプロックを多

く含む。

 .暗茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子と炭化物
を多く含む。

 .暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色土ブロ

ックが混じる。

 .暗茶黄褐色土 ローム・スコリア粒子と汚れたロー

ムプロックを含む。

 .茶黄褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを含む。

SI126J住居跡 図面10

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色土ブロ

ックを含む。

3.茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

4.茶褐色土 焼土粒子を含む。

5.暗茶褐色土 黒色土ブロックが混じる。

6.茶暗褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを含む。

7.茶黄褐色土 汚れたロームプロックを含む。

8.茶黒褐色土 ローム・スコリア・黒色土粒子を含む。

9.茶暗褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを含む。
SI127J住居跡 図面11

[相].茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを含
み炭化物が混じる。

0.黄暗褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを含

みスコリア粒子が混じる。

汚れた茶褐色土・ロームプロックを含

みスコリア粒子と炭化物が混じる。

@.暗黄茶褐色土 ローム・スコリア粒子とロームプロ
ック・炭化物を含む。

SI128J住居跡 図面11

1.暗黒茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子と炭化
物を含む・

2.暗黒茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子を含む。

3.暗黒茶褐色土 大粒のローム・スコリア粒子と炭化
物を含む。

4.暗茶褐色土 細かいローム・スコリア・焼土粒子を
含む。

5.茶黄褐色上 茶褐色上・ロームプロックを含む。

6.黒暗茶褐色土 大粒の焼土粒子と炭化物を含む。

7.暗茶褐色土 焼土粒子と汚れた茶褐色土ブロックを
含む。

8.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子が混じり炭化
物を少量含む。

暗黄褐色上@.

9.暗茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを

含む。

SI129J住居跡 図面11

1.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含
む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多く

含む。

3.茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含みスコ

リア粒子と炭化物が少量混じる。

4.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックと炭化物を含む。

5.茶黄暗褐色土 ロームプロックと炭化物を含む。

6.黄茶褐色土 ロームプロックを多く含む。

7.暗茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含みス

コリア粒子が混じる。

8.茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含む。

9.茶暗褐色土 スコリア粒子と炭化物が混じる。

10.茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

11.茶暗黒褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含む。

12.暗黒茶褐色土 ローム・スコリア粒子を多量に含む。

13.暗茶黄褐色土 ローム粒子多く含みスコリア粒子が

混じる。

14.茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを多く含む。

SI130J住居跡 図面12

 .暗茶褐色土 茶褐色上ブロックを多く含む。

[相].茶暗褐色土 茶褐色土ブロックを多く含みロームプ

ロックが混じる。

[相].茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを多く含む。

◎.黄暗茶褐色土 茶褐色上・ロームプロックが少量混

じる。

sIl31J住居跡 図面12

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子に茶褐色土ブロ

ックを含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子に茶褐色土ブロ

ックを多く含む。

3.暗茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含む。

4.茶暗黄褐色土 茶褐色ブロックが混じる。

5.茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックを多く含む。

6.暗茶黄褐色土 茶褐色土・ロームプロックが含まれ

スコリア粒子が混じる。

7.黄暗茶褐色土 ローム・茶褐色土ブロックが少量混

じる。

8.黄暗褐色上 ロームプロックが多く含まれる。

9.黄暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多く含む。

10.茶黄褐色土 ロームプロックが多く含まれスコリア

粒子が混じる。

1L暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子が混じる。

12.茶暗褐色土 茶褐色土・ロームプロックが混じる。

13.茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

SI132J住居跡 図面12

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア・焼土粒子を含む。

2.茶黄暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多く含

む,
O

3.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

4.茶黄褐色上 ロームプロックにスコリア粒子を含む。

-25-



5.黄茶褐色土 ロームプロックを含む。

6.暗茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子を含む。

7.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子とロームプロッ

クを含む。

8.黄暗褐色土 ローム粒子・ブロックを多く含む。

SI135J住居跡 図面12

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を含む。

2.茶褐色土 茶褐色上ブロックとスコリア粒子・炭化

物を含む。

3.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

4.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色土ブロ

ックを含む。

5.茶褐色土 茶褐色土・ロームプロックを含む。

6.茶黄褐色土 汚れたロームプロックを含む。

7.黄褐色土 汚れたローム・茶褐色土ブロックが混じ

る。

SI135J住居跡内SK153J土坑 図直12

①.茶褐色土 汚れた茶褐色上ブロックを多く含む。

②.暗茶黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを

多く含む。

③.茶黄褐色 汚れたロームプロックを多く含み炭化物

が混じる。

④.暗黄茶褐色土 汚れた茶褐色土ブロックとロームプ

ロックが混じり合っている。

 .茶暗黄褐色土 汚れたロームプロックとスコリア粒

子・炭化物を含む。

 .茶暗褐色土 汚れたロームプロックと炭化物が混じ

る。

 .黄褐色土 汚れたロームプロックを多量に含む。

SI137J住居跡 図面13

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含み炭化

物が混じる。

2.暗茶褐色土 細かいローム・スコリア粒子を含み炭

化物が混じる。

3.茶褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを含みスコリ

ア粒子が混じる。

4.茶褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを多く含む。

5.茶黄褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

6.黄暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックが混じる。

7.黄褐色土 汚れたロームプロックを多量に含む。

8.暗茶黄褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含みロ

ームプロックが混じる。

9.茶黄褐色土 ローム・スコリア粒子とロームプロッ

クを多く含む。

10.茶黄褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

11.茶暗黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを

多く含む。

12.黄暗褐色土 ロームブロックを多く含み茶褐色上ブ

ロックが混じる。

13.黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを多量

に含む。

SI139J住居跡 図面13

1,暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含み炭化物が

少量混じる。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を多く

含む。

3.暗茶黄褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

4.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含む。

5.茶黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

6,暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色土ブロ

ックを少量含む。

7.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックとスコリア粒子を含

む。

8.茶褐色土 ローム粒子と茶褐色土ブロックを含みス

コリア粒子が少量混じる。

SI141J住居跡 図面12

1.茶赤褐色土 焼土粒子と茶褐色土ブロックを含む。

2.暗茶赤褐色上 焼土粒子と茶褐色土ブロックを多く

含む。

3.赤茶褐色土 焼土粒子と被熱したロームブロックを

含む。

4,暗茶褐色土 焼土粒子を含む。

SI143J住居跡 図面13

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア・焼土粒子と炭化物

を含む。

2.暗茶褐色土 汚れた茶褐色土ブロックを含む。

3.茶暗褐色土 茶褐色土ブロックを含みローム粒子が

混じる。

4.茶暗黄褐色土 汚れた茶褐色土・ロームプロックを

含む。

SS22集石 図面13

1.黒褐色土 炭化物集中部分。

2.黒褐色土 焼土粒子を少量含む。

3.暗黒褐色土 焼土・スコリア粒子を含む。

4.茶黄褐色土 ロームプロック・茶褐色土を含む。

5.黄暗褐色土 ロームブロックを多く含む。

SK145J土坑 図面13

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子と炭化物を少量

含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含む。

3.暗黒茶褐色土 黒色土とロームプロックを含む。

4.茶黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

SK154J土坑 図面13

1.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含む。

2.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

3.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

4.茶暗褐色土 スコリア粒子と茶褐色土ブロックが混

じる。

5.黄茶褐色土 汚れたロームプロックを含む。

SK155J土坑 図面13

1.暗茶黒褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

2.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含む。

3.茶暗黄褐色土 汚れたロームプロックを多く含む。

4.茶暗褐色土 ローム・スコリア粒子と茶褐色上ブロ

ックを含む。

5,暗茶黒褐色土 茶褐色土ブロックを多く含みスコリ

ア粒子が混じる。

6.茶黒褐色土 茶褐色土ブロックを多量に含む。

-26-



SD2溝跡 図面14

1.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含み部分的に

ローム粒子・ブロックが混じる。

2.暗黒褐色土 黒色土を多く含み茶褐色土ブロックが

混じる。

3.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

4.黒褐色土 黒色土を多く含みローム粒子が混じる。

5.黄暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多量に含

む。

6.黄暗褐色土 汚れたロームプロックを含む。
SD5溝跡 図面14

1.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを多く含みスコリア

粒子が少量混じる。

2.茶褐色土 明るい茶褐色土ブロックを多量に含む。
3.茶褐色土 茶褐色土ブロック。

4.茶黒褐色上 黒色土と茶褐色土ブロックが混じる。

5.黒褐色上 黒色土を多く含み茶褐色土ブロックとロ

ーム粒子が混じる。

6.黒茶褐色土 黒色土と茶褐色土ブロックを多く含む。

7.黒褐色土 黒色土を多く含み茶褐色土ブロックが少

量混じる。

8.黄暗褐色土 ローム・茶褐色土ブロックを多量に含

む。

SD16溝跡 図面14

①.暗黒褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含む。

②.暗黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

③.暗褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

SD17溝跡 図面14

1.暗黒褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

2.暗黒褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含む。

3.暗黒褐色上 細かいローム・スコリア粒子を多く含

む。

SD18溝跡 図面14

1.暗黒褐色土 ローム・スコリア粒子を少量含む。

2.暗黒褐色土 ローム・スコリア粒子を多く含む。

3.茶黄褐色土 ローム・スコリア粒子を多量に含む。

SK156土坑 図面13

1.暗黒褐色土 ローム粒子を含む。

2.暗黒褐色土 ローム粒子を多く含む。

3.暗黒褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

4.暗茶褐色土 茶褐色上ブロックを多く含む。

5.暗黒褐色土 細かいローム粒子を含む。

(2) 出土遺物

今回の調査による出土遺物には、縄文時代の土器一石器一土製品等がある。総量はコンテナ

97箱ほどで、それらの遺物の多くは住居跡や土坑から出土している。

遺物の記述はすべて一覧表によったが、分類の項目については以下の基準にのっとり表記し

た。なお、分類不可能な項目については一で表す。

縄文時代土器の分類
I群 草創期

II群早期

III群前期

IV群 中期初頚 五領ケ台式土器

Ⅴ群 中期前半 勝坂式土器

文様・施文手法 A.角押文

B.抽象文

C.パネル文

D.パネル文崩れ

E.楕円横帯文

F.顔面把手

G.円筒上器

H.大型把手、櫛形文

VI群 中期前半 阿玉台式土器

Ⅴl1群 中期後半 加曽利E式土器

文様・施文手法 A.口縁部に貼付隆帯で横S字状・クランク
状表出

B.口縁部に貼付隆帯で渦巻文表出

C.口縁部に太い沈線と隆帯で渦巻文表出

D.口縁部の文様帯消失

E.連弧文

時期 a.勝坂Ⅰ式

b.勝坂II式

C.勝坂ⅠⅠI式

時期 a.加曽利E式第Ⅰ段階

b.加曽利E式第II段階

C.加曽利E式第III段階

d.加曽利E式第IV段階

e.加曽利E式第Ⅴ段階

f.加曽利E式第ⅤⅠ段階

g.加曽利E式第ⅤⅡ段階
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Vlll群 中期後半

ⅠX群後期

X群晩期

曽利式上器

称名寺式上器

縄文時代土製品の分類

土製円板

平面形態 Ⅰ

II

II1

円形

不整円形

四辺形に近いもの

周縁の擦痕 A.全周に認められるもの

一部に認められるもの

打ち割っただけのもの

A
?
B
C

縄文時代石器の分類

打製石斧

形状

刃の種類

I 短冊型

IⅠ 短冊型基部側縁に扶り込みをもつもの

III 分銅型?・

IV 撥型

Ⅴ その他打製石斧素材剥片を含む

A.円刃 a.両凸刃

B.直刃 b.両平刃

C.偏刃 C.片平刃

D.尖刃 d.片凸刃

e.弱凸強凸片刃

f.弱凸強平片刃

g.弱平強平片刃

h.弱平強凸片刃

i.凸凹片刃

j.長平短平片刃

破損部位 1.完形

2.刃部付近欠

3.基部付近欠

4.刃部・基部付近欠

5.胴部付近欠

6.刃部付近斜位欠

磨製石斧

形状 Ⅰ

II

III

乳棒状

定角式

小型

*刃部の種類・破損部位は打製石斧に準ずる

石 鎌

側縁

基縁

破損部位

Ⅰ

II

III

両側縁が心持ち外側に向かって弧を描き尖頭部を形成する

両側縁が若干内側(器体)に向かって弧を描き尖頭部を形成する

両側縁が若干開きぎみに直線状を成し、それをつなぐ刃縁も直線状を呈する

a.器体に向かってやや内彎し、脚部が若干認められる

b.器体に向かって内彎し、脚部が明確に作出される

C.器体に向かってやや尖角状に袂入し、脚部が若干認められる

d.器体に向かって尖角状に袂入し、脚部が明確に認められる

e.外側に向かって心持ち弧を描き、舌部を形成する

f.器体に向かって若干弧を描き、舌部を形成する

1.完形

2.基先欠

3.基部欠

4.脚部欠

5.斜位欠

石 皿

形状 Ⅰ

II

III

磨石・叩き石

形状 Ⅰ

II

III

片面あるいは両面に磨減による凹みを有するもの

磨面を有する扁平礫

上記以外の形態で磨面をもつ大型礫

平面形態が楕円形もしくは長円形を呈する

細長の柱状を呈する

全面が磨滅し、球形あるいは卵型を呈する

A.磨面のみを有するもの

B.敲打痕を併せもつもの

C.上下端あるいは側縁の一部に
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IV その他 上記以外

石 錐

形状 Ⅰ 棒状を成すもの

敲打痕をもつもの

[公゜ヲ==手??
B.一端のみ尖るもの

II 摘み状の頭部をもち錐部 mA.頭部全面に調整が施されたもの];]の長いもの 頭部が素材剥片の形状を留めるもの

III 摘み状の頭部をもち錐部 7A.頭部全面に調整が施されたもの
1]士二讐且=エ±履2-;,。の短いもの

IV 錐部が太くなり頭部との ThA.両面又は片面全体に調整が施されたもの]R:区分のないもの LB.錐部の両側縁に調整が施されたもの

V 棒状又は長三角形の剥片の先端に微弱な調整を加えたもの

石 匙

形状 I 横型 A.精製 -i-a.左右非対称 身部 T1.三角形

2.長方形

3.楕円形

b.左右対称 身部 T1.扁平二等辺三角形

2.四角形

3.凸レンズ形

4.扇状形

B.粗製

IⅠ 縦型 TA.精製-i-a.彎曲鎌形

b.鈍角鎌形

C.厚鎌形

B.粗製

以上のように出土遺物について分類を行った。分類するにあたり、土器は縄文時代の6期区

分を使用し、さらに各々の期に該当する型式名を明記した。中でも、もっとも多く出土してい

る勝坂式土器については縄文土器大観2 1勝坂式土器様式」を、加曽利E式土器については神

奈川考古10「東京・埼玉における縄文中期の編隼試案」を用いている。また、土製品の中の土

製円板は恋ケ窪遺跡調査報告IVの記述を踏襲した。石器については各々の器種に分け、恋ケ窪

遺跡調査報告Ⅰ～IV1考古論集「石斧論一横斧から縦斧ヘー」、石器入門事典、縄文文化の研究

7を参考に、形状・刃の種類等につき分類記述した。
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第2表 K2-36 土器一覧表

f1*11昭=ロ 文様構成 1・十刃
♂
巴

1 1 7SI,52+l (1-。.8、深破口縁把手 琴品、・":ffi尋Q"-Wをもつ円形・曲線隆帯、 VHC
2 ?Ⅰ;2+o1.。,深破口縁把手 詰妄呈、よ二壬文をもつ隆帯、沈線、円形 ヤ。5

?17暦3國1置1(7.3)161"181老蒜4i晶雛9籠゛1118692“VHC
?17採4}雲劃(9,1)ド1“1“?11117
17-185 m7,i 。、深 破 +.,"による爪形文をもつ隆帯、半隆起線、 VCC
?17!61与Iγ+ト.7、1深 破 胴部 箕肝A孟爪形文をもつ隆帯、沈線、横位 ヤ。。
17?7[;豪2+口,.7、「朶 破 胴部 u%%よ孟雲=毒圭もつ隆帯、沈線で楕円 ヤ、。
已ふ晶?」1吐?Lま (6.3)ド" 0 "゜シ岩芸≦卆某卜讐圭}l我へ畳゛7811936119王\h社1丁?????」

口縁部?刻目・交互刺突文をもつ隆帯で縦位区画、
胴部?側面に刻目をもつ隆帯、沈線、三叉文で文IVGC

様描出

"″採"゜ ;岑゜+([=)深 ??ffl.. 与竺霊±吉五;讐゛゛“W・
"″?"匹圃F?門胴部1竹管による爪形文・棒状工具押圧痕文をもち尤."i:J!',"たdⅧ吉蔽言n烏ぱドD・?40

」」耐刻目・円形刺突文をもつ隆帯、沈線

日縁部?刻目をもつ隆帯で縦位区画、蛇行隆帯、円
胴部1形隆帯、竹管押引文、半截竹管刺突文、三lVDC

叉文、沈線

口縁部 刻目をもつ隆帯、沈線、斜位のR縄文

[Vけ琢甲=司 隆帯で渦巻・区画文、集合沈線

"゜孤巾迦蒜ロ?門 縦位のL撚糸文、貼付隆帯、蛇行隆帯

縦位のL撚糸文、隆帯で渦巻、区画文、沈

18暦6 ?Ⅰ;11o.1,深 破 胴部 =呈をもつ隆帯、竹管刺突文、沈線,Lの撚 ヤ。。
冑冒?土f7,. 。、深 破 胴部 斜位のRL縄文

"゜品゛日"異口4.くi;! &11N'lk%. itffl. iM!X
18-1910 ;Ⅰ置」5.3、深 破 胴部 隆帯、沈線
18-1911寸譚と署」?4.8、深 破 胴部 集合沈線、貼付蛇行隆帯
18-1912 77,i 、深 破 胴部 縦位のL撚糸文、貼付隆帯
ig-191 ?2,i ,深 破 日縁部 集合沈線、貼付隆帯による区画 VliBb
19暦2 57,l ,深 破 胴部 縦位のL撚糸文、貼付隆帯、蛇行隆帯 VllBb

破
 
?
破
 
?
破
 
?
破
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第3表 K2-36 土器一覧表

文様構成 分類?備考

19孔3 ;關9+oo.5,深 破 ?薫 頚部!文帯、縦位のL撚糸文、貼付隆帯 VllBb
19瓦4 <7,i 、深 破 胴部 横位のLR縄文、沈線、渦巻文 ⅤIIBc
19?5 ?写9+,6.5、?深 破 胴部 縦位のL撚糸文、貼付隆帯
19-196 75,i 、深 破 胴部 縦位のL撚糸文、貼付隆帯
19?7 ??,i ,深 破 胴部 縦位のL撚糸文、竺ご?帯と沈線で渦巻文 、118,
1g2-08 7!,. .1,ア曵 破 頚部 隆帯、集合沈線
192-09 ?Ⅰ乳,4.8,深 破 胴下部 竹管による縦条線文

19-2010 7ffl,. ,浅 破 口縁部 3撚糸文、貼付隆帯・沈線で楕円・ ヤ.1?5
20-1 ?征22雫?(τ1石)日曳 胴音訓゛

20-202 で胃(6.2)深 破 胴部 斜位のRL縄文・沈線
20品3 塁フ呈 ,9.3,浅 破 口縁部 鵞と宴L撚糸文、貼付隆帯・沈線二讐〒・ い.?5
『当雇娼七ツy呈寸 ,5.4,深 破 口縁部 縦位のL撚糸文、沈線
202-05 27,. ,深 破 胴部 縦・斜位のffl縄文、沈線、磨消 VllCe
202-06 翠胃,4.4,深 破 胴部 貼付蛇行隆帯あ・?・の字状沈線 ⅤIIBc
20二7 団呈〒Jじ[ブ)日朶 “;嘉?工1梁=1貴是『品妄

口縁部 貼付隆帯による渦巻つなぎ弧文、縦位の3

′冨゜で胃竺.2)26017゛810゜゛17゛71"
20-209 57,i ,深 〒 口縁部 横位のRL縄文、隆帯、沈線 VllBc
2207, ,深 竿 口縁部 貼付隆帯、沈線、渦巻文、集合沈線 VTlBb
202-011 27,i ,深 破 口縁部 縦位のL撚糸文、貼イk墜帯、沈線 VllBb
!207, .9,深 破 口縁部 %つ貼付隆帯で区画、縦位のRL縄 ヤ,」85
ffl207,i .5、深 破 口縁部 隆帯、斜位のL撚糸文、沈線 ⅤllBc
20品14当呈,2.7,深 破 胴下部 縦位のRL縄文、沈線
21-2o1 背呈,5.5、深 破 胴部 櫛状工具↑竺、3本沈線で二〒線文 VllEd
21品2 背呈,4.8,深 破 口縁部 櫛竺輩具条線、沈線、弧線文 VilEd
21品3 Th、深 破 口縁部 隆帯、沈線、棒状工具刺突文 VliCe
21兄4 型フ呈(9.5,深 破 口縁部 太い沈線と隆帯で渦巻文、縄文 VllCe
21兄5 当呈 。2.5,深 破 胴グ 縦位のRL縄文、縦位の2本沈線、磨消 VIICe
212-06 27,i ,深 破 胴部 縦位のRL縄文、縦位の2本沈線、磨消 ⅤIICe
212-17 ff。,深 破 口縁部 隆帯、太い沈線でS字状文
21雫8 背呈 。5.4、鉢 破 胴部 縦位のRL縄文
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第4表 K2-36 土器一覧表

目1▽虐[東l1「5ふ量リ・ffl? 分類?備考

21〒9 ffi7,. 。シ 破 口縁部 圭截竹管による条線で重弧文、貼付蛇行隆 」11
雪
八

10星胃,5.7,深 破 胴部 半截竹管による条線、貼付波状・蛇行竺帯 Vlll
11 !7,i 、深 破 口縁部 雪数詰纂よる条線で重弧文、押引文をも 」11

ffi 。4.6,深 破 胴部 縦位のffl縄文、沈線、磨消 ⅤIICe
ff217,. ,深 破 口縁部 刻目をもつ隆帯、沈線

突をもつ隆帯、斜位のRL縄文、沈線ト?。? 1
縦位のL撚糸文、沈線

22-1?SⅠ112J
21 1フク土

19.7 口縁部 刻目をもつ隆帯で区画・渦巻文、半隆起線

21.7 ?深 胴部1文、集合沈線、刻目文
8,0 1 底部

1

口縁部 刻目をもつ隆帯で楕円区画文、交互刺突文、

芒モ
SI112J

胴部?沈線、三叉文、斜位のRL縄文
フク土

で区画・抽象文、竹管による爪形文、1″雫゜1習l214:.9: l f:%'. 胴部1ペン先状工具刺突文、集合沈線、三叉文 IVGC

22コ4?編211{:[:)?iよ
21 1フク土

汀Rk'-C下汰練で区画・抽象文、ペン先状工具刺突文、
胴部?刻目文、三叉文、縦位のR撚糸文

22-5?SⅠ112J
211炉

(13.2)目朶 胴部門1訊よ上劃姦杢ご雫雫=佳?≧二'IVGC1炉体土器
文、刻目文、半截竹管による鱗状刺突文

「ffl217,. (5 . 6,深 破 把手 刻目文・棒状工具刺突文をもつ隆帯、沈線ト」。? 屯
22-217 晋呈,7.6,深 破 胴部 半隆起線で区画文、蓮華文
22-sTSⅠ112J
21 1フク土

(9,3) 口縁部?隆帯、竹管による爪形文、波状沈線 ト 。1 ?
222-1 9 1 s4y呈1,11.4、」深 破 口縁部ば雲,t:=文、竹管による爪形文、ヘラ状1ヤ。。? 2

闇ガ22雫10で黒(10.0)76014盟沼井9註61111令量″品"眼背レ囲111罎1111110゜211"・81声= VGC

22-2212?晋票1 (918,r深破口縁士『「「罠票R嘉手歪形文をもつ隆帯、沈線、竹管iヤ1 ?

,・ 【閂11ず仁溢)トエ 。→口縁部?5.4貫墜a9 :a4.4ri4i゜区画文・集"t'i VIIB b
縦位のR撚糸文、沈線

ピ゜品′1翠Ⅴ1・耀〒Fイ 縦位のL撚糸文、2本沈線、蛇行沈線

VllBc

無文 1ト寸
l゛゜室“?習財F!口縁部?沈線と隆帯で区画文、縦位のRL縄文、沈

胴部1線、磨消 VTICe

閣゜品゛■1・云【・l==???m 縦位のR撚糸文、沈線、貼付隆帯で渦巻・胴部?波状・蛇行文、刺突文をもつ貼付隆帯

日縁部 半截竹管による縦条線文、貼付蛇行隆帯

文様構成

22-2

21

1

1
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第5表 K2-36 土器一覧表

文様構成 分類?備考

口縁部?7・8本単位の櫛状工具による縦条線文

口縁部 貼付隆帯で渦巻・区画文、集合沈線、斜行
胴部?沈線、縦位の3本沈線

23-229 翠V呈,4.8,深 破 口縁部 孟望隆帯・沈線下渦巻・区画文、斜位のRL ヤ.13,
M227, ,深 破 口縁部 貼付竺帯で渦巻・区画文、横位のLR縄文 ヤ.18,
24品1 晋Y,1..2,深 破 口縁部 豐状工具による縦条線文、3本沈線で弧線 ヤ.1o4
242-22 晋Y,6.5、深 破 口縁部 ±截竹管による縦条線文、3本沈線で弧線 」IEd
24品3 晋呈 ,5.4,深 破 T縁部 i廠は尭z1寵ご、竹管による爪形 」lEd
2?14 塁リ呈,5.8,深 破 日縁部 櫛状工具による縦条線文、沈線 ?- VilEd
24!5 ffl7,i ,深 破 口縁部 太い沈線と隆帯で渦巻文
24!6 晋113.1,深?破 胴部 縦位のRRL縄文、沈線、磨消 VTICe
242-37 晋呈 。1.。,深 破 胴部 縦位のRL縄文、沈線、〒ツ VTICe
242-a8[、深 破 口縁部 :で渦巻・区画文?、半截竹管による 、1」
24!9 27,i 、深 破 胴部 半截竹管による条線で重弧艷,貼付隆帯 、」
ff呈 ,2o.4、深 破 口縁部 7w6*;:;区画文、半截竹管ゲよる縦 」1
25-231 背呈 。。.4、深 破 口縁部 蒜毒単位!〒状工具による縦条線文、貼付 」II
25!2 H 。o.3、深 破 =L=渫謀纂の櫛状工具による縦条線文、貼付 」II
25品3 uTh,. 。、深 破 胴部 貼付隆帯、綾杉文
25!4 晋呈,6.3,深 破 口縁部 貼付隆帯、斜行沈線
i5 晋呈,4.7、深 破 口縁部 差品隆帯で円文・半円区画文、沈線、集合 Vlll
i6 ffl呈 ,6.。,深 破 胴部 縦位のL撚糸文プrμ艷で帯 vlll
25品7 晋ソ呈(7.8)?128)Ilffffi5 斜!位のRL縄文、半隆起線、粘土紐貼付 Vlll
25!8 晋呈,9.5、深 破 胴下部 半截竹管刺突文をもつ隆帯、斜行沈線 VⅡI

口縁部 縦位のL撚糸文、沈線、円形竹管刺突文

ff237,i ,深 破 口縁部 仝芋没=型冑え息もつ隆蘭、刻目をもつ隆 い。
25!11 翠VY ,5.1,深 破 口縁部 荒墓呈よる爪竺青をもつ蛇行隆帯、隆帯、 VCb
25品1 い.7、深破口縁把手 具隻竺臀斎?皆讐をもつ隆帯で渦巻文、い,
25-13 塁リY,7.9,深 破 胴部 侃;妄琥渇誓讐刺突文をもつ隆帯、沈線で ヤ。。
26石1 Th,深 破 胴?l 縦位のRL縄文、2本沈線、蛇行沈線 ⅤlIBc
26豐2 塁ⅤY ,4.。、深 破 口縁部 毒截竹管によ???条線で重弧文、貼付蛇行隆 」11
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第6表 K2-36 土器一覧表

1 1告 1門笠 j形の種別・部位
図版?位置?長葆。.

口径

文様構成 分類?備考

26-243 晋呈 ,5.4、深 破 胴部 士截竹管による条線で斜行文、貼付波状隆 、111
26-244 !7,. .1、深 破 胴部 沈線、貼付波状隆帯 、111 .
26!5 47,i .7、深 破 口縁部 刻目をもつ蛇行隆帯、沈線 ト?。

閘ト゛圏126-6 団Ⅰ只8J?);×]3;日朶 “i?嘉?孟付謀1芹二′I呈橘質鴇゛;tB'酬)乙1
日縁部1横・縦位のL撚糸文、貼付隆帯で区画文、

VllBb1炉体土器

口縁部 貼付隆帯で渦巻・楕円区画文、横位のLR縄Nラで▽ド1刊頚部1文、沈線、頚部無文帯
貼付隆帯で区画文、縦位のL撚糸文、沈じ・,・【閂呈ド士痰i[ゎ .→口縁部1線、集合沈線

26?9 塁背 。7.1、深 破 口縁部 貼付隆帯で区画文、沈線、集合沈線 VilBb
272-41 考呈 。6.2、深 破 胴部 縦位のL撚糸文、貼付蛇行・2本隆帯
日7!2?星1yl票ト割深 破 胴下部?斜位のRL縄文 Ⅴll-一

口縁部 刻目をもつ隆帯で楕円区画・渦巻文、集合
27-3?Sffi9J

胴部?沈線、半截竹管押圧痕、三叉文、刻目文、IVAC1炉体土器

27-4?SⅠ119J
24

足gJl(終と橢よ 11孟衾11口縁部1頚部に刻目をもつタガ状隆帯、刻目をもつ27-5?SI119J
胴部1隆帯で抽象・懸垂文、玉抱き三叉文、沈線IVDc

24
文、透孔をもつ把手

27!61s4臂1 (6,)ドm * ilbk艷ff,11!l:a'!')ltvr'g!!]l. )tffl・'kr<9L-> lVAbP 」
27-247 型Y呈,6.3、深 破 口縁部 孟讐工具押圧痕をもつ隆帯、横位のLRL い一
日7!8?型胃1。6.2、深 破 把手 !帯、沈線、刻目をもつ隆帯、沈線、渦巻 ヤ」。
門丹貴!I(9 . O) l l'-?'a * 0″゛8“暦且品宗"h;老呈甜諺1゛VCb
28豐2晋!(9.1ゝ9981-土託品P4F1"゛111ⅤCC
28-253 晋1、。,3、?深 破 胴下部 隙量r、覧縄文、竹管による爪形文をもつ ぃ。
28-254 型V呈,6.5、深 破 口縁部 貼付↑帯、沈線、渦巻文、横位のL撚糸文 、1」8,25 17ク土

28-5?SI120J
251炉

21.8 口縁部 沈線で楕円文、斜行沈線、渦巻文、蛇行沈

26.2 ?深 胴部1線
7.0 1 底部

28云6?SI叫::it,,.4s))l i:!e 口縁部1無文
胴部

底部

ト7庄E不 日縁部 貼付隆帯で半円区画文・縦位区画文、沈線

胴部1で渦巻文、綾杉文

i8 当Y9.7、深 破 目縁部 貼付隆帯で渦巻文、横位のRL縄文、沈線 、118,
m呈 ,5.4、深 竺 口縁部 窒線、竹管状工具刺突文、沈線による弧線 いlEd
28-25101SzJ 1,2 1iJ ,7.5、深 破 口縁部 縄文、2本沈線で弧線文
28堅11当Y(6.8)7701"86こh2温二青ムT14016ⅤllEd

bBVll
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第7表 K2-36 土器一覧表

文様構成 分類?備考

282-s12土!7,. 、深 破 胴部 貼付蛇行隆帯、綾杉文
?M257,i ,深 破 胴部 縦位のL撚糸文、沈線、蛇行沈線 ??- VIlBc

日縁部 刻目をもつ隆帯、半隆起線で区画文、隆帯
胴部1文、集合沈線

横位のRL縄文、隆帯

口縁部 横位のLR縄文、2段の3本沈線による弧

胴部1線文、横位の3本沈線、蛇行沈線

横位のL撚糸文、貼付隆帯で横S字状文、

縦位のRL縄文、沈線

櫛状工具による縦条線文、沈線

29品7 塁ラ呈 ,9.。、深 破 口縁部 差ご寸まこア完責哀=画文、透孔をもつ小シ,.85
29品8 当Y(1o.2〉 深 破 口孟皿 =嘉=i斎渦巻゜区画文・ラ竿のRL縄文・VliBb
29品9 57,i 。,深 破 口縁部 縦位のRL縄文、貼付隆帯
29品10翠フ呈 。。.1,深 破 胴部 縦位のL撚糸文、貼付隆帯で懸竺文 VllBb
29-2611 背呈,4.5、深 破 口縁部 貼付隆帯で渦巻・区画文、縄文、沈線 ⅥI?Bb
29品12塁毘(4.5)21“11謔J讐上止止禮=で0016ソlEd
M267, ,深 破 口縁部 %?雲把本沈線によ??↑弧線文、逆 、1」。4
30品1 H 。0.1、深 破 口縁部 半截竹管による条線で重弧文・1行文 」II
30品2 当呈 ,8.7,深 破 口縁部 孟ご責雲品円区画文、アまみ状突起、沈 、111
30-263 当Y,7.5,深 破 口縁部 讐付蛇行隆艷半截竹管による横・斜条線 Vlll
i4 当Y,3.4,深 破 口縁部 こ瞥諺こよる条線で重弧文、貼付渦巻・ 71」
30-265 ?7,i ,深 破 胴部 貼付隆帯、沈線で渦巻文
30品6 当呈,5.3,深 破 胴部 貼付隆帯で逆U字文・くの字文 」II

i7 H 。5.3、深 破 胴部 2本沈線でJ字状文、横・斜位のRL縄文 ?1、 称名寺
口縁部 隆帯・沈線で渦巻・区画文、縦位のRL縄
胴部1文、2本沈線、磨消

縦位のRL縄文、2本沈線

口縁部1隆帯・沈線で楕円区画文、縦位のRL縄文、
胴部?沈線による長方形区画文、磨消

1=汗 横・縦位の2本沈線、横・斜位のL縄文
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第8表 K2-36 土器一覧表

問伝層璧・燵無文

)302-W雰西か 口縁部 貼付隆帯で楕円区画文、集合沈線
頚音6

1゜讐"1習]1那ト
SI124J肛こ・2{

(20.0)目曵
フク土

口縁部1縦位のRL縄文、横位の1本沈線
胴部

28.2

(21.3)目朶
口縁部Ⅱ立の沈線、沈線による渦巻文・
胴部1文1

31〒“伍給シ1門口縁部 貼付隆帯で渦巻・区直1文、集合沈線、縦位胴部1の2本沈線、綾杉文 1
SI124J

フク土 トH【可深 霊1 縦位の2本沈線、斜行沈線
l

SI124J

フク土 ト淳?翁)ト朶 霊=1胴部1底部は2本越え1本潜り1本送りの網代 lVlll
貼付蛇行隆帯、縦位の2本沈線、斜行沈線、

゜"1習1・落1[・ 1 櫛状工具による縦条線、縦・横位の沈線、胴部1底部は2本越え1本潜り1本送りの網代 ?V1Ⅱ

31雫8型胃(7.2)27竺1゛8ト証費益i予=2002゛1"・ⅤlIEd
31?9当呈??15.3)17“1"85讐寵広翫藷宜圭正計゛1311゛VllEd
謝～茫娼ヒ?ぞこL,,2ご 破 口縁部 =苓層孟;渦巻・区画文、沈線、横・縦位 、1」8。
312-811で昔(10.1)270145九深Xa .'証六'2 *i':t'!!".E徳゛fⅥlCe
31〒57,i 、深 破 口縁部 孟芙隆帯、沈線と隆帯で区画文、横位のRL ヤ.18。
二逼グ土濯ゲ呈』」ヵッ1深 破 口縁部 奎ご、葉孟E22レ:. 位(7)L撚糸 ヤllCe
31品14 翠1呈 (7、5)26 “ 1085 縦位のRL縄文、縦位の3本沈線、蛇行沈線 ⅤllBC
?i1 濯1呈 (1311)深 破 口縁部 上i盆皇爾証テ:皇2犀晃巴溜・横位 ヤllCe
32晶227,1 )i* * IJbkj'l! 弄♂芸繋i煕噌孟゛$,
32!3 塁昔 。3.4、深 破 胴部 横位のRL縄文、!位の2本沈線、磨消 ⅤlICe
32基4 当呈,1..。、深 破 胴部 横位のLR縄文、〒位の2本沈線、磨消 ⅤIICe
32!5 翠$,i ,深 破 口縁部 横・縦位のLR縄文 ⅤllDf

?32-286 f,深 破 口縁部 横位の1本沈線、沈線文 ⅤllDf

品7 当Y,6.。、深 破 口縁部 横位の2本沈線、縦・斜位!沈線文 、、
!1?SI宍4J ,9.9、深 破 口孟孟 横位の2本沈線、斜行沈線フ
332-82 27,i 、深 破 日竺↑? 讐付隆帯で半円状区画文、集合沈線、沈線 、111
33品3当呈(13.8)?f??;?:w?%H5跋素;%Pl品淫吐a4tittJA゛Jiii
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第9表 K2-36 土器一覧表

分類?備考

332-84 塁ソ呈 ,13.5,深 破 胴部 貼付隆帯で長方形区画文、綾杉文 Vlll
縦位のL撚糸文

33-296 当呈,9.3、深 破 把手 竹管による爪形文、刻目文、沈線、弄叉文 ヤ」。
33晶7 塁ラ呈 ,8.7,深 破 胴部 デ景応{つ隆帯、沈線、竺ア文、竹管によ ヤ。。デ晶5・9
゜゜Z゜当!(14,0)26“1185えj社TJ二HK!艷゛81゛VD・霜付゜

33品9習,,2.3I1″“ユ晋W認濯lシ。1付8深 破 日縁部 矢羽根状刺突文、刻目文をもつ隆帯で区画、
沈線、渦巻文、竹管による爪形文、集合沈IVDC

34品1 彎デY,8.9)深 破 胴部 刻目をもつ隆帯、竹管による押引で渦巻文。い。
34晶?2 !7,. ,深 破 胴下部 斜位のRL縄文
34品3 当11o.8,深 破 胴部 7%,W4る縦条線文、刻目をもつ貼付隆帯 、」 ??」
34品4 塁ソY,9.2,深 破 胴下部 竹管による縦条線文、縦位の貼V隆帯 、」

口縁部 横・縦位のL撚糸文、貼付隆帯で連弧状区
胴部1画文、横位の貼付隆帯 ?ⅤllEC1埋東

口縁部1横・斜位のL縄文、横・縦位の貼付隆帯
VllDc1埋東

口縁部1縦位のRL縄文、横・縦位の2本沈線、蛇行
胴部I沈線、口縁部無文

無文

Vll--1埋東

34晶9 塁ラ呈 ,8.3,深 破 口縁部 M帯で渦巻・楕円区画文、横位 ヤ.」。。
35品1 背呈,4.6、深 破 日縁部 ?ご宗讐:で楕胃区画文、縄文、渦巻文を ヤllCe

晶品2 でシ,.4,深 破 口縁部 =-=<=公?差s請シビ尖,%iMiえ♂h1o8
゜゛品゜翠胃(7.・)21“11止諸4～開磐吐鳶荒11ⅤIIC・
35豐4で胃(5.0)21“1086社ズ品廿V止iオ品"1111゛1Ⅷ1

縦・斜位のRL嵐文

口縁部 沈線で渦巻・楕円文と長方形文、斜行沈線

353-07 翠ソ星 。7.1、深 破 口縁部 左?のLR縄文、3本沈線で弧線文、横位の いlEd
353-08 背Ⅴ,6.8,深 破 日縁部 覧謡畠窒線で区画文、横位のRLR縄文、円 ヤ,」。。
35品9 背呈,6.6,深 破 口縁部 半截竹管による条線で斜行文 一 」I
M307, ,深 破 口縁部 謡讐帯、沈線で区画文、グ行沈線、円形 Vlll
35-3011 ?7,. ,深 破 口縁部 貼付波状隆帯
ff307 .1,深 破 口縁部 貼付隆帯、沈線で区画文・円文、集合沈線 、.-
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第10表 K2-36・40 土器一覧表

363-02 背呈 ,7.4、深 破 口縁部 太い?Σ艷渦巻、方形文

縦位のL撚糸文、縦位の貼付隆帯、貼付蛇

文様構成 分類?備考

36品3ラ胃(5.1)7"“1"86註8宍謎i竺〒竺で〒呵1什?」袖36-304 S呈票J ,7.7、深 破 胴部 縦位のRL縄文、沈線で渦巻・-[xu@-J??b」8ヶ斗,,,」」
36品5 f.、深 破 胴部 縦位のLRL縄文、縦位の2本沈線、磨消 Vll C0 -
36品6 47,1 ,2、浅 破 胴部 刻目をもつ隆帯で楕円区画文、集合沈線 ヤ 。
36;7 で胃 ,6.3、深 破 胴部 横位のRL縄文、貼付隆帯 レ,185←
36-308 f、深 破 口縁部 ス*2圭昆=櫛状工具による縦条線文、横位ト.1。,? ?

J立のR撚糸文、横位の沈線?36品91で胃1(6.3)「414シ
363-010 S7I1,37iJ (3.9,深 破 胴部 隆帯、貼付波状隆帯、竹管による縦条線文iV111 1 ?
37園YT讐丘i?]Y「J? 口!!?!, I !l! ! 土もつ隆帯、沈線で区画文、集合沈線、汗臼まF1町。1u
37石2習1±1 許;は口縁部 刻目をもつ隆帯で区画文、半截竹管押引文、

37-313 で胃 。2.7、深 破 口縁部 隆帯で小突起、ヘラ状工具刺突文 Ⅴ?c

モ37雫4脳胃ト.3)ド601"8翳21゛
37]5?型1,39iJl (5.3) l深 破 胴部日〒W敲計糸文、貼付隆帯で区画文、棒状ト?。
37-316 翠フ呈,6.8、深 破 胴部 隆帯・刻目をもつ隆帯で円形文 ??」～=1」????」
隻37石71SJ昌IJi (5.3川深面岐?百祿蔀丁砺粒め1t員叉、横位の2本沈線 トー■ 口
37Ⅱ81型臂〒.1 (5.4、「朶 破 把手1覆市隆帯、刻目をもつ隆帯
373-19「可ゞ呈,4.4、深 破 口縁部 隆帯、沈線、竹管状工具押引文 い一
37-10?SI143J

フク土 旧牛・ ・・諜藁1 貼付隆帯

口4πH￥ニ「丁頂1?礪?胴部 刻目をもつ隆帯、半隆起線、蓮華文 VCb汗:[冫;
ヨffl7,i 、深 破 胴部 刻目をもつ隆帯、半隆起線、キャタピラ文 、。,

3?ffl7,. 、深 破 胴部 讐Hゞlly炙Bつ隆帯、半隆起線、キャタ ヤ。。
゜″石"?背「児リ1117711
37]15℃表〒「 ,6,5、?ア關 破 口縁部 蒜舎ニ管呈左=工具による縦条線文、横・ 71」

l37石16ト?小園評7
?37]17脳亙ト.3)126゛讐習Pユ訂12118゛゛ⅤAb
i38キ1晴琴口19.8)ドゝ91=薫1霊1敲バ品妄Ej%+wx′tZiMi - #m v B b
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第11表 K2-36・40 土器・土製品一覧表

文様構成 分類?備考

38石2 7理 。3.7,深 破 胴部 淫以容晶ラW帯・キャタピラ文・2↑状 ヤ.,
f1 (8.9) 深 破 胴部 隆帯・キャタピラ文・三角押文で竺画文 VAb

I1“18117 ('];m Wim 81;m X 8 1ffi, rh. % W文様構成

38雫4 有孔鍔付 塁ソY 口縁・胴部(?26.5》 (15.5) 一 票?
隆帯(鍔)、沈線で曲線文、

棒状工具刺突により文様描?ⅤII-g

38雫5 有孔鍔付 塁?呈 口縁・胴・雫部 (16.5) 16.5 (9.0) 隆帯(鍔) Vll--

38二6 有孔鍔付 1劇】呈1 胴部 一 (2.5) 一 隆帯(鍔) 1ⅥI--

38二7 有孔鍔付 当呈 胴部 ▽(2.6) 一 隆帯(鍔〉 Ⅴll--

38二8 有孔鍔付 6讐 胴部 園(3.1〉 一 隆帯(鍔) Vll--

38二9 赤色付着 ffi票 口縁部 一 (4.6) 一 無文 Vll - -

38二10 赤色付着 塁1Y 口縁部 一 (3.4) 一 無文 Ⅴll--

38二11 赤色付着 翠ゞ呈 口縁部 一 (4.1) 一 隆帯 N--

38石12 台付土器 H意 胴部 一 (2.4) 一 隆帯、沈線 ??- ?-

I1′120"'cltw'im a9m x Px t'w“ 1文様構成

39-321 ミニチュア 塁昔 デ.5 4,0 1、8 手捏ね痕 Vll--

39品2 ミニチュア 翠?星 一一(2.7) 3.7 条線 ⅤlI--

I1″#。,51. ′。1 1
39品3 土 偶 フ胃 (2.0) 1.5 215- 4、8 っまみi顕1コ晶1-???心雇=口

Ⅱ1"1ffi"f票1.?70“ 1
39品4 耳 栓 雲讐意 (2、0) 2、0 1.5 5.7 竺串状工具刺突文 Vll--

I1′1817。17↑。.1i1
1

39品5 土製円板 実2+5.5 ?1.3 52.8 IIB 無文
1

39品6 土製円板 ?塁2+4.8 ? 1.4 33.1 IⅠA L撚糸文、沈線
ー

39黒7 土製円板 ?1茅2+3.3- 1.2 14.2 IA RL縄文
39品8 土製円板 当呈 3.0 0.8 7,9 IⅠⅠA 沈線
39品9 土製円板 考呈 3.0 0.9 て.5 IIB 無文

1

1

39品10 土製円板 晋呈 4.2 1.層加.7 IIB 無文
1

39品11 土製円板 リ胃 4.1 1.1 20.7 IA 条線
39石12 土製円板 星デY2.5 0.9 6,3 IⅠB RL縄文 ニ巳

文様構成

文様構成

文様構成
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第12表 K2-36 土製品一覧表

種 別 1出土位置1 径 1 厚さ 1 重量 1 分類
g1

39-13?土製円板? 厨ワギ 日.1 日.0 Ⅰ 5,5 1A ?RL縄文
フク土32

393-214?土製円板? 当呈 ト5 ト9 i 7.9 i IA ?無文

☆ ?土製円板? 雲誓昔
?土製円板? 実ξ■3.1 レ.リ 10.9 i IIIB ?RL縄文

?393-217?土製円板団閂呈 レ.9 ト8 ト1 ? IA ?竹管刺突文、沈線
39具18 土製円板 普讐砦 4.5 1.2 24.2 III B J竺i
?39品1通土製円板? 雲責昔

藷 3.6 1 0.7 1 10,1 1 ⅠIC ?RL縄文

『石P土吉竺円板 禮讐;3.0 0.7 7.5 IⅠB RL縄文囲葵39品22 土製円板 星1A涜 4,4 1.1 20.9 ⅠⅠⅠA 無文

文様構成

1

1

1
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第13表 K2-36石器一覧表

図版

35 打製石斧 フク土 砂 岩 9.01 5.41 2.41 1279日VAel

35 打製石斧 フク土 安山岩 10.3 4.41 1,61 8431 IJAbl

35 打製石斧 フク土 安山岩 12.9] 5.31 1.81 14641 ⅠDC1

“3黒5ゎ っ プ胃 」ヵあ 1.8 1.2 o4 o7 131

35 打製石斧 フク土 頁 岩 11.6 5.71 2.41 147.0日IiCel

35 打製石斧 フク土 チャート 10.1 4.71 1.41 66.41 IAbl

35 打製石斧 フク土 粘板岩 9.4 5.81 1.91 90.5日VBbl

36 打製石斧 フク土 砂 岩 12.11 4.91 1.91 11561 ⅠⅠAdl

36 打製石斧 フク土 安山岩1 11.31 5.61 221 15261 ⅠIBdl

1

ー

1

ー

1

ー

1

考
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第14表 K2-36石器一覧表
図面

図版

1

45-3 sm8J

36 1 打製石斧 l フク土?ヒ久
45-4

36 1 打製石斧 1 フク土 1 頁 岩
45-5

36 1 打製石斧 ラ男髪 頁 岩 旧 45 19 1165 II八』〕?1
45-6

36 1 打製石斧 1 フク土 1 頁 岩

巴。′1
46-1

36

46-2

36 1 打製石?

皿 1 フク土
SⅠ118J

S5pg,H」Wl丁 64ト21 309 5? IDel?::「:?(
46-3

36 1 打製石斧 1 フク土

46-5

36 1叩き石1フク七?凝灰岩110.6
46-6 SⅠ119J

36 1 磨製石斧 1 フク土 1 礫
46-7 SI119J

ド:照咽 こ 二
“冨"01ゎ 1背Ⅴ1.ッ1,71、5日。? 。5?15」

l チャート 20 16 04 10 Ⅰ al
っ ニ巽 」1 、6 、5 o4 o6 1131フ

1

l

1

]裂石斧 当星 砂 岩 118 52 27 1825 ⅠⅠAal
1

46-12

37 1 打裂,
SI121J

1

46-13 SI121J

37 1 打袈石斧 1 フク土 ?凝灰質砂岩1 1011 421 15

1

門1Ⅳ= SI12U
l

47-2 SI123J
1

47-3

37?石 錐 【胃 ? チャー匹 441 21日3? 82日vA 1
47-4

37 1 磨製石
47-5 SⅠ亡扛
37 1 打製石斧 1 フク上 1 頁 岩 1 9.2 151 10711 IVBgl

■
47-6

冨 ェ1ラ胃
“字″日,1ゎ1当3iJⅠo ゜,l,,{ 01 IVBdl

61 IVBgl

“″肩゜日61で冒肥
Yあ2]「;製石斧 背芋 粘板岩 119 40 21 1100 IⅠAdl

1

37 1 石 匙 1 フク土 1 チャート

l

482 0iⅠa
61閤A ト

48-2 SI124J

1

考
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第15表 K2-36・40石器一覧表

37 打製石斧 フク土 砂 岩 12.71 5.71 291 174 01 IAel

37 打製石斧 フク土 安山岩 11.81 4.71 201 120 21 IAgl

38 打製石斧 フク土 安山岩 9.81 5.01 1.71 771日VAel

38 打製石斧 フク土 砂 岩 1 10.11 6.31 211 1305日VAbl

38 打製石斧 フク土 安山岩 19.21 7.31 241 37031 IIACI

゛0晶′ゎ っ 型問 」ヨ ,.8 ,.7 o3 o9 ,3,

38 打製石斧 フク土 安山岩 9,21 4.31 1.41 5971 IVAhl

38 打製石斧 フク土 頁 岩 11.2 4.91 2.51 17041 ⅠⅠAdI

38 打製石斧 フク土 凝灰質砂岩 10.0 5.81 1、11 624日ⅤCCl

1

ー

ー

ー

1

ー

1

1

考
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(3)小結

恋ケ窪遺跡には縄文時代中期前半から後半にかけての集落が築かれている。各々の調査地点

で検出されている遺構の分布状況により、A.住居跡が密集して検出される地域、B.住居跡

がまばらに検出されている地域、C.住居跡は殆ど検出されず土坑が多数検出されている地域、

D.小穴以外の遺構が認められない地域に分けることが出来る。これらは集落の中で次のよう

に捉えられている。A.集落居住域、B.集落居住域の限界、C.集落の墓域、D.集落居住

域外。そしてAの居住域が長軸約300m1短軸約200mの楕円状に廻りその内側にCの墓域が存

在する大規模集落特有の環状又は馬蹄形状の集落形態(註1)であることがつかめるようになっ

又きすこ。

今回の集落居住域北西地域での発掘調査で検出されている住居跡・土坑・集石跡・小穴は、

A.集落居住域～B.集落居住域の限界を構成している遺構である。それらの遺構の中で特に

住居跡について検討し、集落の広がりについて考えてみたい。

これまでの調査成果から本遺跡における縄文時代中期住居跡の分布範囲は、東側の日立中央

研究所構内(註2)から西側のK2?15次調査地(註3)、南はK2-27次調査地(註4)で設定していた。

北側については立会い調査で発見された住居跡をもとに範囲を設定していたが、今回の調査で

北側地域の住居跡群を調査記録することができた。報告のSI104～107J住居跡が最も北側に位

置する住居跡である。これらの住居跡をつなぎ範囲を計ると長軸約270m1短軸約170mで今ま

で考えられていた範囲よりやや小さいことが明らかとなった。

次に、各々住居跡の時期毎に居住域の範囲について検討する。IV-1?(1)に記述してあるが、

大半の出土遺物が住居跡覆土中からで時期を明確に限定できる住居跡はあまりないのが現状で

ある。従ってここでは大きく勝坂式期と加曽利E式期に分け、集落居住域の範囲を考えてみる

ことにする。

調査地西側の道路で検出されている①SI132・139・141・142・143J住居跡は覆土中から勝坂

式土器片が出土しており、周辺地域の発掘調査でも加曽利E式期の住居跡がないことから勝坂

式期の住居跡と考えられる一群である。北側地域の道路では②SI104～108・112・119・120・121

J住居跡が検出され、このうちSI112・119J住居跡が勝坂式期であるが他は加曽利E式期の住居

跡と考えられる。この2地域における住居跡のありかたは、本遺跡における両時期の居住域の

限界を表わすものと考えられる。

①の分布状況は前述した東側の日立中央研究所構内の分布状況(註5)と酷似しており、構内で

検出されている住居跡も勝坂式期だけで、加曽利E式期は存在しないことが判明している。従

って、西側の勝坂式期居住域の範囲はこのあたりにラインが引けそうである。②の分布状況は

勝坂式期の住居跡もわずかに含まれるものの主体が加曽利E式期の住居跡である。これらの住

居跡群より北側については遺構もなく広がりの限界がこのあたりであることが推測される。同
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様に南側地域のK2-27次調査地におけるSI63・64・65・98J住居跡も加曽利E式期で、南側に

ついても加曽利E式期の住居跡が主体に分布している状況である。さらに南北両地域とも西側

には住居跡は発見されていないことも明らかになっている。このことから.、西側の勝坂式期の

内側に加曽利E式期居住域の限界がありラインが設定できそうである。両時期の分布状況は大

略では楕円の形に分布するが細かく観察すると、勝坂式期は楕円形でもやや南北が縮小した範

囲に分布し、加曽利E式期は西側が縮小した形で円形に分布するものと推測される。

ここでC.集落の墓域について再度触れることとする。K2?27次調査地報告(註6)において集

落内の土坑の分析を行い、勝坂式期は居住域の中央に楕円状に墓域が分布してぃること、加曽

利E式期は円形状に墓域が分布していることが明らかになってぃる。この状況が集落の範囲に

影響を与えているとは断言できないものの何らかの規制をもち範囲が定められた可能性が考え

られる。

恋ケ窪遺跡の発掘調査状況は、広範囲を調査しその遺構全体につぃて把握できるケースはま

れで、大半が部分的な調査の積み重ねによるところが多い。今回の報告でも遺構全体を把握し

集落の居住域の範囲を限定したのではなく現在得られているデークーによるものである。特に

公共下水道管埋設に伴う調査は、遺構の一部が道路で検出され主体部が宅地部分に存在するケ

ースや、遺構の主要部分がすでに既設の埋設管により破壊されてぃるケースが多い。そのため

今後の周辺地域調査の積み重ねにより、遺構の広がりや内容につぃて再度吟味し補足してぃく

必要がある。

次に本遺跡の西側地域を南北に通る歴史時代のSF1道路状遺構(推定東山道武蔵路)にっ

いて考察を行う。本遺構は東西に溝を持ち、その両側溝の範囲内が道路状の遺構として捉えら

れている。恋ケ窪遺跡では東西両側の溝発見は古<K2?8次調査(註7)で検出され報告が行われ

ているが、当初は調査の基準線が明確でなかったため時期不祥の遺構として捉えられてぃた。

東西の溝跡が道路状遺構の両側溝として認識されるのは、国家座標第9系を発掘調査の基準線

として用いるようになったK2?27次調査(註8)からである。

平成7年度に本遺跡の南側にある旧国鉄中央鉄道学園跡地で「東山道武蔵路」と推定される

道路遺構が全長約340mにわたって検出された。東西両側溝の状況や側溝に並ぶ溝跡、路面に残

された硬化面などから道路跡には4時期の変遷があることが確認されてぃる。以下、各時期に

ついて記述する。

1時期目の道路跡 心々距離約12mの東西両側溝を伴う構築時の東山道。

2時期目の道路跡 両側溝が埋没し上層で検出された硬化面を道路として使用。

3時期目の道路跡 心々距離約9mの東西両側溝を伴う道路。

4時期目の道路跡 心々距離約12mの東西両側溝内側にある切り通し状の硬化面。

これら道路跡の変遷と恋ケ窪遺跡での道路状遺構の状況を比較すると次のようになる。
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1時期目の東西両側溝はSD2・5溝跡で登録されており、台地上の遺跡範囲内全域で確認され

る。

2時期目は1時期目の上層に、SD2・5溝跡の覆土より締まりがよい茶褐色土の堆積が認めら

れる。

3時期目(ユ心々距離約12mの東西両側溝が検出されるが、その内側には溝跡は確認されてい

ない。東西両側溝の堆積上層を観察すると、覆土の中位で溝として機能していた部分があるこ

とからこれがこの期に該当する遺構の可能性がある。

4時期目は遺跡内の切り通し状の硬化面でK2?27次調査のSD4溝跡(註9)に該当するもの

と考えられる。この溝跡の延長はK2?57次調査地(註10)までであり、台地上で約40mが確認さ

れ北側には延びていない。

このように比較してみたが地域により3時期目に違った状況を示すようである。しかし、1

時期目はほぽ直線上に位置し本遺跡より更に北へ延びていることが明らかになっている(註11)。

また、鉄道学園と恋ケ窪遺跡の間には野川の開析谷である「恋ケ窪谷」が存在しており、道路

状遺構はこの谷部を直行している。この部分の状況がどのようになっているかは今後の調査に

期待がもたれる。

(註1)「恋ケ窪遺跡調査報告IV」 1988年 国分寺市遺跡調査団

(註2)「恋ケ窪遺跡調査報告ⅤI」 1992年 国分寺市遺跡調査団

(註3)註1と同じ。

(註4)「恋ケ窪遺跡調査報告Vll」 1996年 国分寺市遺跡調査団

(註5)K2?39次日立中央研究所研究棟の調査において恋ケ窪遺跡の集落の束限が明らかとなった。

「恋ケ窪遺跡調査報告ⅤⅠ」 1992年 国分寺市遺跡調査団

(註6)K2?27次公共下水道面整備工事に伴う調査において焼人骨を件う土坑の分析とその他の土坑の分

析を行い勝坂式期と加曽利E式期の範囲を明らかにした。

[恋ケ窪遺跡調査報告Vll」 1996年 国分寺市遺跡調査団

(註7)[恋ケ窪遺跡調査報告II」 1980年 恋ケ窪遺跡調査団

(註8)国家座標第9系を用いて発掘基準線としたのは第27次公共下水道面整備に伴う調査からである。

現,在は武蔵国分寺跡を除く市内の遺跡はこの基準線を用いて調査を行っている。

(註9)東西両側溝であるSD2・5溝跡の内側にあり底面がやや硬質である。

(註10)K2?27次調査地SF1道路状遺構検出地点の北側で実施した公園工事に伴う調査でSD4溝跡を検

出。(未報告)

(註11)東恋ケ窪4丁目水道管埋設工事立会い調査において東西側溝を確認している。座標については未計

測である。
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2.K8-4・6、K28-3、K57-2・3次調査

花沢西遺跡はJR中央線により南北に分断されており、両地域の道路部分に下水道管を埋設

するため発掘調査を実施した。遺構は、縄文時代中期初頭の屋外埋妻や集石土坑である。

本町遺跡の調査地は遺跡の中央に位置し、商店街が建ち並ぶ地域での下水道管埋設部分につ

いて発掘調査を実施した。遺構は、縄文時代中期後半の竪穴住居跡や屋外埋東が検出された。

恋ケ窪東遺跡の調査地は遺跡の中央を南北に通る市道幹6号線沿いに、下水道管埋設部分や

立坑の設置箇所において立会い調査を行った。遺構は、縄文時代中期前半の竪穴住居跡や土坑

が検出された。

(1)検出遺構

SU 4屋外埋壱K8-4 (図面I5 図版I5)

〈位置〉本町4丁目3番先〈形状〉径0.5mで確認面からの掘り込みは30cmを計る。〈覆土〉暗

茶褐色土で細かいスコリア粒子を含む単一の土層が充填される。〈出土遺物〉埋設土器は五領ケ

台式深鉢形土器(図面40-1)1個体である。〈時期〉五領ケ台式期の遺構である。

SS2集石K8-4 (図面15 図版I5)

〈位置〉本町4丁目3番先〈形状〉長径0.8m以上、短径0.6mで厚さ20cmの範囲に礫が集中し

て出土する。集石下からは土坑等の落ち込みは検出されなかった。〈出土遺物〉大半の礫は被熱

し、一部分破砕したものも出土している。〈時期〉時期不詳である。

SS3集石K8?6(図面15 図版16)

く位置〉本町4丁目29番先〈形状〉径1.4mで確認面からの掘り込みが50cmを計る土坑内から検

出され、径1.4mで厚さ40cmの範囲に集中して礫が認められる。〈覆土〉黒褐色土で炭化物や焼

土粒子が多量に含まれる土層が堆積する。〈出土遺物〉大半の礫は被熟し、一部分破砕したもの

もある。集石の中から阿玉台式の土器片(図面40?2・3)が出土している。く時期〉阿玉台式期と

並行の勝坂式期の遺構である。

SS4集石K8-6 (図面I5 図版I6)

く位置〉本町4丁目29番先〈形状〉遺構の断面部分しか確認できなかったため規模は推定によ

るものである。径2.Omで確認面からの掘り込みが100cmを計る土坑内から検出され、径1.6mで

厚さ40cmの範囲に集中して礫が認められる。〈覆土〉暗茶褐色土で炭化物が多量に含まれる土層

が堆積する。〈出土遺物〉大半の礫は被熱し、一部分破砕したものも出土している。〈時期〉時
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期は不詳である。

S113j住居跡K28?3(図面I6 図版I6)

〈位置〉本町2丁目2番先〈形状〉東西3,1m以上、南北1.7m以上で、確認面からの掘り込み

は20cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に堆積している。〈炉〉埋襄炉で加曽利E式第II段階

の深鉢形土器(図面4ト1)が炉体土器として設置されている。〈柱穴〉径0.3～0.7mで、深さ30～50

cmの柱穴が6個確認された。〈出土遺物〉炉体土器の他に加曽利E式の土器片が覆土より出土す

る。〈時期〉加曽利E式期第II段階の住居跡である。屋外埋'l SUI・2と重複しており本住居跡

が古い。

s114j住居跡K28-3 (図面I6 図版I6)

〈位置〉本町2丁目2番先〈形状〉東西3.2m1南北0.8m以上で、確認面からの掘り込みは20

cmを計る。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に堆積する。〈出土遺物〉加曽利E式土器の小破片が出土

する。〈時期〉加曽利E式期の住居跡である。

SUI屋外埋壱K28?3(図面16 図版I6)

〈位置〉本町2丁目2番先〈形状〉径0,3mで確認面からの掘り込みは40cmを計る。〈覆土〉暗

茶褐色土で単一の上層が充填される。〈出土遺物〉埋設土器は加曽利E式第VI段階の深鉢形土器

(図面4ト4)1個体である。〈時期〉加曽利E式期第VI段階の遺構である。

SU2屋外埋喪K28-3 (図面16 図版16)

〈位置〉本町2丁目2番先〈形状〉径0.4mで確認面からの掘り込みは25cmを計る。〈覆土〉暗

茶褐色土で単一の上層が充填される。〈出土遺物〉埋設土器は加曽利E式第VI段階の深鉢形土器

(図面4ト5)1個体である。〈時期〉加曽利E式期第VI段階の遺構である。

SU 3屋外埋斐K28?3(図面?6 図版I7)

〈位置〉本町2丁目2番先〈形状〉径0.2mで確認面からの掘り込みは15cmを計る。〈覆土〉暗

茶褐色土で単一の上層が充填される。〈出土遺物〉埋設土器は加曽利E式第VI段階の深鉢形土器

(図面4ト3)1個体である。く時期〉加曽利E式期第VI段階の遺構である。

SU 4屋外埋竪K28?3(図面l6 図版17)

く位置〉本町2丁目2番先〈形状〉径0.5m1確認面からの掘り込みは15cmを計る。く覆土〉暗

茶褐色土で単一の土層が充填される。〈出土遺物〉埋設土器は加曽利E式第IV段階の深鉢形土器
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(図面4ト2)1個体である。〈時期〉加曽利E式期第IV段階の遺構である。

S12J住居跡K57-2 (図面I5 図版I7)

〈位置〉本町4丁目24番先〈形状〉東西3.Om1南北2.8mで確認面からの掘り込みは40cmを計

る。〈覆土〉茶黒褐色土で炭化物が混じる上層が堆積する。〈炉〉径0.4mで深20cmの地床炉であ

る。〈柱穴〉径0.2mで深さ40cmの柱穴が7個確認された。〈出土遺物〉勝坂II式土器の小破片が

出土している。〈時期〉勝坂式期の住居跡である。

SK 2 J土坑K57?3(図面I5 図版17)

〈位置〉本町4丁目17番先〈形状〉径1.2mで、確認面からの掘り込みは20cmを計る。〈覆土〉

茶褐色土が主体に堆積している。〈時期〉時期は不詳である。

K8-6遺構土層説明

SS4集石 図面15

1.暗茶褐色土 スコリア粒子と炭化物を少量含

む。

2.暗茶褐色土 焼け礫を多量に含み炭化物を多

く含む。

3.暗黒褐色土 木炭を多量に含む。

4.暗黄褐色土 ロームプロックを多く含み炭化

物と焼土ブロックが混じる。

5.暗茶褐色土 ローム・スコリア粒子を含む。

6.暗黄褐色土 汚れたロームプロックを含む。

7.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを含む。

K57-2遺構土層説明

SI 2 J住居跡 図面15

1.茶黒褐色土 細かいローム粒子と炭化物を少

量含む。

2.茶黒褐色土 ローム粒子と炭化物を含む。

3.茶黒褐色土 細かいローム・スコリア粒子を

含む。

4.暗黄褐色土 ロームプロックを含む。

5,茶暗褐色土 焼土粒子を含む。

(2)出土遺物

今回の調査によって出土した遺物は縄文時代の土器一石器一礫等で、総量はコンテナ13.5箱

ほどである。出土遺物の内、遺構から出土した土器片と石器について図示し、記述は一覧表に

よった。分類の項目は[:IV-1?(2)〕の基準を用いている。
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第16表 K8-4・6、K28-3、K57-2土器・石器一覧表

Z卜橿i-『- 文様構成 分類1備考
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(3)小結

今回の3遺跡内の調査において住居跡3軒、屋外埋喪5基、集石跡3基、土坑1基が検出さ

れた。遺構の数は少ないが、各々遺跡における縄文時代中期の集落の広がりを把握する上で貴

重な資料である。

花沢西遺跡はこれまでに10ケ所の発掘調査が行われている。これらの調査で検出されている

遺構は、縄文時代の中期初頭から後半にかけての遺構である。その内訳は住居跡1軒、土坑13

基、屋外埋妻5基、集石跡4基である。検出された遺構は、JR中央線を挟んで南側地域に五

領ケ台式期と勝坂式期が北側地域に加曽利E式期が主に分布しており、その範囲は東西約100

m1南北約100mである。

今回の報告では北側地域で五領ケ台式期のSU4屋外埋復が発見されている。該期の遺構は

主に南側地域に多く検出されているが、広く分布する傾向があることが明らかとなった。また、

南側地域の集石跡2基は、大型な土坑内に炭化物と焼礫が多量に堆積する形態である。このよ

うな集石跡は本遺跡の西側にある恋ケ窪南遺跡(註1)で発見されている。本遺跡でも周辺域を精

査すれば更に多くの集石跡が検出される可能性が高いと考えられる。

本町遺跡はこれまでに8ケ所の発掘調査が行われている。発見されている遺構は縄文時代中

期前半から後半の遺構で、内訳は住居跡19軒、土坑9基、屋外埋妻7基である。分布は東西約

110m,南北については南側がJR中央線により台地が分断されたり削平を受けているため約40

mの範囲に広がる。

報告された住居跡は遺構分布範囲の中で北西隅に位置し、更に西側は谷部となり遺構が存在

しないことが立会い調査(註2)で明らかとなっている。屋外埋妻は4基検出されているが、北側

の店舗建替えの調査(註3)においても3基検出されており、この地域が集落の居住域以外の「墓

域」として存在していたものと考えられる。

恋ケ窪東遺跡はこれまでに12ケ所の発掘調査が行われている。調査当初は各地点からの遺構

数も少なく、近接する恋ケ窪遺跡と比較すると中規模程度の集落跡と考えられていた。しかし、

9・11次の都営住宅建て替えに伴う調査(註4)によって縄文時代中期前半から終末までの住居跡

が多数検出され大規模集落跡であることが判明した。

今回報告のSI 2 J住居跡は、本遺跡における勝坂式期の住居跡の分布範囲の中で最も北側

に位置するものと考えられる。SI 2 J住居跡北側については、下水道管埋設に伴う立会い調査

では住居跡等の遺構は確認されていない。また、SI 2 J住居跡の東側には勝坂II式期のSI 4 J

住居跡(註5)があり、それより東側は集石跡や土坑が検出されているだけである。南側について

は、9次調査地のSI23J住居跡が勝坂式期の住居跡で最も南に位置している。従って、本遺跡

における勝坂式期の集落居住域の範囲は東西約100m1南北約200mに分布していることが明ら

IPヒなっすこ。
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なお、平成8年度より都営住宅建て替えに伴う調査の整理作業が始まっており、本遺跡にお

ける集落中心部分の様子が明らかになるものと期待がもたれる。

(註1)恋ケ窪南遺跡で縄文時代中期初頭五領ケ台式期の住居跡3軒、集石跡11基が検出されている。

「恋ケ窪南遺跡発掘調査概報I」 1987年 国分寺市遺跡調査団

(註2)本町遺跡の西側部分についてはビル工事や水道管・ガス管埋設工事の立会い調査を実施しており南

から北へ向かって谷が入り込むことが判明している。

(註3)本町遺跡第7次調査において屋外埋復3基が確認され調査を行っている。(未報告)

(註4)本町第4都営住宅建て替え工事に伴う事前発掘調査で縄文時代早期・中期・後期の住居跡群が検出

され調査を行う。(未報告)

(註5)今回報告のK57?2次調査地東側にて寮建設に伴う調査を実施しており、縄文時代中期前半勝坂式期

住居跡1軒、中期終末加曽利E式期敷石住居跡1軒が検出されている。

「恋ケ窪東遺跡発掘調査概報I」 1990年 国分寺市遺跡調査団
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Ⅴ結 云五
Ⅲ

本報告は、国分寺市西恋ケ窪1丁目、東恋ケ窪1丁目、本町2・4丁目ならび南町3丁目に

所在する恋ケ窪遺跡・恋ケ窪東遺跡・花沢西遺跡・本町遺跡において市下水道課が行った公共

下水道面整備工事に伴う発掘調査の成果をまとめたものである。

本報告書の中で主に取り上げられている恋ケ窪遺跡は、縄文時代中期の集落跡として著名な

遺跡である。昭和12年後藤守一博士により 「武蔵国分寺村に於ける敷石住居遺跡の発掘」と題

した報告が『考古学雑誌』に紹介され、以来何度か発掘調査が実施され貴重な資料が得られて

いる。

昭和22年に塩野半十郎氏により竪穴住居が発掘され、その際に、筆者も手伝って、1軒の住

居跡から出土した、加曽利E式の完形に近い土器20数個体について『銅鐸』に発表したことが

ある。この中で土器群を5類に分類し、一時期内における土器の多様性につぃて考えたことが

あった。これらの土器は連弧文土器、曽利糸の土器、加曽利E式土器の特徴と曽利式土器の特

徴を合わせもった土器として現在では捉えられている。

今回の調査では、遺跡の西側地域と北側地域において住居跡が38軒検出され縄文時代中期の

継続した大規模集落の一部を発掘するこができた。これらの住居跡より出土している土器は勝

坂式土器や加曽利E式土器の範嗜であり、先にあげた連弧文土器や曽利系の土器も多数含まれ

ている。

これまで本遺跡内においての発掘は公共下水道工事関連や住宅の建て替え等による緊急調査

が主体で、広い面積を対象にした調査は少ないが、くしくも遺跡内を縦横にトレンチ調査を行

った結果となった。このことにより、本遺跡内における住居跡の分布状況が次第に明らかにな

りつつある。

かつて私が報告したのは1軒の住居跡から出土した土器であったが、それ以来数十年の時を

経て多くの資料も蓄積されつつある。今後は各々住居跡より出土した土器を細かく分類するこ

とによりさらに遺跡全体の様相が究明されることを期待する。

恋ケ窪東遺跡は都営第4団地の建て替え工事に際して大規模な発掘調査を行い、縄文時代早

期ならび中期の住居跡が多数検出され注目されている。今回の調査で検出された勝坂式期の住

居跡は都営住宅建設地の北側に位置し本住居跡より北側に遺構が発見されないことから本遺跡

の中での住居跡分布状況を捉える上で貴重な資料と言える。

花沢西遺跡は現状ではJR中央線により南北に分断されている。今回の調査は南側地域と北

側地域で調査を行なっており、特に注目される遺構としては五領ケ台式土器を埋設した屋外埋

妻で、周囲に該期の住居跡等が存在する可能性力塙い。また、市内の遺跡では五領ケ台式期の

住居跡は、恋ケ窪谷を挟んだ西側の恋ケ窪南遺跡で行われた第8都営住宅の建て替えの際に発
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見され、本遺跡との関連が注目される。

本町遺跡の発見は古く本文のII-1項にも記述しているが明治27年に大野延太郎氏、鳥居龍

蔵氏らによる。所在はJR国分寺駅の北口より東側に位置し、現在ではビルが建ち並ぶ。今回の

調査では予想以上に縄文時代中期の住居跡や屋外tfflが検出された。恋ケ窪遺跡ともに古くか

ら注目されている遺跡であり、今後の調査に期待がもたれる。

公共下水道工事の発掘調査は、前に述べたように遺跡の中に網状にトレンチを入れて内容を

把握する試掘調査と同じ効果が得られる。それにより遺跡の内容が次第に明らかとなり、反面

それらの発見された遺構は順次壊されていく運命にある。都市化が進む市内の遺跡に於いては

このような調査方法もいたしかたないことであるが、再度、調査により収集され蓄積された資

料を吟味し、遺跡の保存や活用という理念に立ち返り研究を願う次第である。

(調査団長 吉田格)
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図面I K2-36・40 調査地全体図
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図面2 K2?36 調査地点全体図(I)
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図面3 K2?36 調査地点全体図(2)
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図面4 K2?36 調査地点全体図(3)
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図面5 K2-40 調査地点全体図(4)
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図面6 K2-36 S152・97・104～108J住居跡
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図面7 K2-36 S199・100・109・111J住居跡
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図面8 K2-36 S1112～116J住居跡
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図面9 K2-36 SIII7a・117b～120・122J住居跡
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図面I0 K2-36 SI121・123a・123b・123c・126」住居跡
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図面II K2?36S1124・ 125・127～129」住居跡
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図面I2 K2-36・40 S1130～132・135・141」住居跡
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図面13
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図面I4 K2?36・40 SD2・5溝跡
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図面I5 K8-4・6 調査地点全体図 SU4屋外埋壱、

K57?2・3 調査地点全体図 S12J住居跡、
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図面I6 K28-3 調査地点全体図 sII3j住居跡、SUI～4屋外埋奎
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図面I7 K2-36 S152・99J住居跡出土土器
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図面I8 K2?36 S199J住居跡出土土器
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図面19 K2?36 SI99J住居跡出土土器
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図面20 K2-36 S1100・107・108J住居跡出土土器
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図面21 K2-36 S1108・109・111」住居跡出土土器
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図面22 K2?36 S1112J住居跡出土土器
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図面23 K2-36 SI113J住居跡出土土器
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図面24 K2-36 S1113」住居跡出土土器
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図面25 K2-36 S1113・114J住居跡出土土器

1-―E1弛L?植ζ1トcehシJ-

7゛?τ

ー

゛弐浮・・
j

調
蔚
%
? 1)

?J.
1?.二

一 l

2

にI

5退j)鎮
気: 3

蝙〃1 W
U
5

6

5.已さ.崇劣H処壷.

1・

暖安?′!′浮
き泣塘dそ

竣董
-EごキP′ 毫ピ≧=?ヤー?゛ー- 1 eF

鶴
翫

二

,11

.1

r.

ぐ
～?1

] 8
?i

シ厘D6t±三

1融
一 - O-

一

鈷 ピづ
10

9

l

極瀕鴎騨際]

讐ゴ
1: C

一

隷
I

=九?ミ{.jT
j2

0
ヒ

13

(9)
20cm

10cm
Ⅰ



図面26 K2?36 S1114・II5・II7・II8」住居跡出土土器
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図面27 K2-36 SI118・II9J住居跡出土土器
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図面28 K2-36 SIII9～122J住居跡出土土器
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図面29 K2-36 S1123」住居跡出土土器
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図面30 K2?36 S1123・124」住居跡出土土器
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図面31 K2-36 S1124」住居跡出土土器
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図面32 K2-36 S1124J住居跡出土土器
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図面33 K2-36 S1124・125J住居跡出土土器
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図面34 K2-36 S1125・128・129」住居跡出土土器
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図面35 K2-36 S1130・131J住居跡出土土器
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図面36 K2-36・40 SII32・135・137J住居跡出土土器
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図面37 K2-40 Sl139・141～143」住居跡出土土器
K2-36 SK145・155J土坑出土土器
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図面38 K2?36・40 SK145」土坑出土土器、土製品
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図面39 K2-36 土製品、土製円板
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図面40 K8-4・6 SU4屋外埋竪、SS3集石出土土器

K57?2 SI2J住居跡出土土器
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図面41 K28-3 SII3J住居跡、SUI～4屋外埋壱出土石器
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図面43K2?36 SI100・103・II2」住居跡出土石器
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図面44 K2-36 SIII3・114・116J住居跡出土石器
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図面45 K2-36 Sl117・118J住居跡出土石器
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図面46 K2-36 S1119～121J住居跡出土石器
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図面47 K2-36 S1121・123J住居跡出土石器
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図面50 K2-36 SI131
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図面51 K2-40
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図版19 K2?36 SI99J住居跡出土土器
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図版2I K2?36 s1108・109・III・II2j住居跡出土土器
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図版22 K2-36 S1112・j13J住居跡出土土器
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図版23 K2-36 S1113・II4J住居跡出土土器
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図版24 K2?36 Sl114・115・1j7、119」住居跡出土土器
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図版25 K2?36 S1119～123J住居跡出土土器
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図版27 K2?36 s1124J住居跡出土土器
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図版28 K2-36 sII24・125J住居跡出土土器
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図版29 K2?36 S1125・128～130」住居跡出土土器
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図版30 K2-36・40 SII3I・I32・j35・137J住居跡出土土器
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図版3I K2-40 sI139・141～143J住居跡出土土器

K2-36 SK145・155J土坑出土土器、土製品
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図版32 K2-36 土製品、土製円板
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図版34 K8-4・6 SU4屋外埋壱、SS3集石出土土器

K57?2 SI2j住居跡出土土器
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1

図版35 K2-36 S152・99・100・108・109・II2・113」住居跡出土石器
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図版36 K2?36 S1113・114・116～121J住居跡出土石器
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図版37 K2-36
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図版38 K2-36 sII25・126・128～I3I・135J住居跡 SK145・154J土坑、遺構外出土石器

K2-40 SI137」住居跡出土石器

K57-2 S12j 住居跡出土石器
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